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第25号 小美玉市国保中央病院が
『小美玉市医療センター』として
新たな診療体制でスタート！！
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　指定管理者（医療法人幕内会）の運営による『小美玉市医療セ
ンター』が、4月1日にスタートしました。当医療センターは、救急診
療体制が強化され、医療機器を最新のものに更新をしておりま
す。診療科目の拡充を行うなど、引き続き皆さまにより慕われる病
院を目指してまいります。※24ページに診療体制を掲載しています。
（写真は右から、上田守三院長、幕内幹男理事長、島田穣一市長、野村武勝市議会議長、鶴町和夫副市長）
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平
成
20
年
第
1
回
小
美
玉
市
議
会
定
例
会
が
3
月
4
日
か
ら

14
日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
本
年
度
一
般
会
計

予
算
及
び
国
民
健
康
保
険
事
業
な
ど
特
別
会
計
予
算
等
を
併
せ

た
、
総
額
１
７
１
億
７
，５
０
０
万
円
の
予
算
が
原
案
ど
お
り

可
決
成
立
し
ま
し
た
。

　

島
田
市
長
は
平
成
20
年
度
の
施
政
方
針
、
並
び
に
重
点
化
事

業
を
織
り
込
ん
だ
予
算
編
成
を
明
ら
か
に
し
、
茨
城
空
港
の
開

港
を
見
据
え
、
空
港
の
利
用
促
進
と
空
港
を
生
か
し
た
地
域
振

興
に
資
す
る
た
め
各
種
事
業
に
取
り
込
ん
で
い
く
こ
と
や
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
の
道
標
と
な
る
総
合
計
画
に
あ
る
小
美
玉
市

の
将
来
像「
人
が
輝
く 

水
と
緑
の
交
流
都
市
」の
実
現
に
向
け

て
全
力
を
傾
注
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
負
託
と

信
頼
に
応
え
る
こ
と
な
ど
、市
政
運
営
の
所
信
を
述
べ
ま
し
た
。

　

● 

学
力
向
上
支
援
事
業　

補
充
学
習
や
学
習
の
支
援
・
助
言

な
ど
に
、「
学
力
向
上
支
援
員
」と
し
て
地
域
の
人
材
を
活

用
し
、
学
習
の
つ
ま
づ
き
の
解
消
や
意
欲
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

　

● 

キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
事
業　

主
体
的
、
創
造
的
に
生
き
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
資
質
や
能
力
を
育
成
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
中
学
2
年
生
を
対
象
に
3
日
か
ら
5
日
間
の
職

場
体
験
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
年
度　

施
政
方
針　
（
抜
粋
）

新
市
の
将
来
像
で
あ
る「
人
が
輝
く  

水
と
緑
の
交
流
都
市
」の

実
現
に
向
け
ま
ち
づ
く
り
を
ス
タ
ー
ト

171億7,500万円

市　税
62億3,930万円
36.3％

市　税
62億3,930万円
36.3％

地方譲与税
3億9,000万円　2.3％
地方譲与税
3億9,000万円　2.3％

利子割交付金
3,000万円　0.2％
利子割交付金
3,000万円　0.2％

配当割交付金
3,000万円　0.2％
配当割交付金
3,000万円　0.2％

地方消費税交付金
5億円　2.9％
地方消費税交付金
5億円　2.9％

ゴルフ場利用税交付金
5,600万円　0.3％
ゴルフ場利用税交付金
5,600万円　0.3％

自動車取得税交付金
1億5,000万円　0.9％
自動車取得税交付金
1億5,000万円　0.9％

国有提供施設等所在
市町村助成交付金
2億9,000万円　1.7％

国有提供施設等所在
市町村助成交付金
2億9,000万円　1.7％

地方特例交付金
5,800万円　0.3％
地方特例交付金
5,800万円　0.3％

地方交付税
37億円
21.5％

地方交付税
37億円
21.5％

国庫支出金
18億1,761万円
10.6％

国庫支出金
18億1,761万円
10.6％

県支出金
10億5,011万円

6.1％

県支出金
10億5,011万円

6.1％

市　債
15億7,270万円

9.2％

市　債
15億7,270万円

9.2％

諸収入
3億2,140万円　1.9％
諸収入
3億2,140万円　1.9％

繰越金
3億円　1.7％
繰越金
3億円　1.7％

繰入金　1億6,423万円　1.0％繰入金　1億6,423万円　1.0％ その他　2,641万円　0.2％その他　2,641万円　0.2％
使用料及び手数料
1億9,650万円　1.1％
使用料及び手数料
1億9,650万円　1.1％

分担金及び負担金
2億8,274万円　1.6％
分担金及び負担金
2億8,274万円　1.6％

歳　入
一般会計

171億7,500万円

　

● 

放
課
後
児
童
対
策
事
業
及
び
放
課
後
子
ど
も
教
室
事
業　

　

放
課
後
児
童
対
策
事
業
は
小
学
1
年
生
か
ら
3
年
生
を

対
象
と
し
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
事
業
は
小
学
4
年
生
か

ら
6
年
生
を
対
象
と
し
て
、
昨
年
度
は
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の

場
所
で
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
　

 　

平
成
20
年
度
は
、
放
課
後
児
童
対
策
事
業
及
び
放
課
後

子
ど
も
教
室
事
業
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
と
し
て
市
内
全

小
学
校
で
実
施
し
ま
す
。

　

● 

ま
ち
づ
く
り
組
織
支
援
事
業　

市
民
の
自
治
力
を
は
ぐ
く

む
た
め
に「
ま
ち
づ
く
り
組
織
支
援
事
業
」を
昨
年
か
ら
実

施
し
て
い
ま
す
。
平
成
20
年
度
は
、
更
に
認
定
団
体
を
増

や
し
、
団
体
の
立
ち
上
げ
支
援
及
び
団
体
の
掘
り
起
こ
し

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市税の内訳

●市民税
　26億2,610万円

●固定資産税
　31億5,070万円

●軽自動車税
　9,650万円

●市たばこ税
　3億6,600万円

●合計
　62億3,930万円

　

次
に
、
開
港
ま
で
あ
と
2
年
余
り
と
迫
り
ま
し
た
茨
城
空
港

は
、
現
在
、
国
や
県
等
に
よ
り
新
設
滑
走
路
、
空
港
タ
ー
ミ
ナ

ル
地
区
施
設
、
空
港
関
連
道
路
等
の
整
備
が
順
調
に
進
捗
し
て

お
り
ま
す
。

　

我
が
小
美
玉
市
と
し
ま
し
て
も
、「
小
美
玉
市
茨
城
空
港
利

用
促
進
協
議
会
」で
は
、内
部
に「
名
産
品
検
討
部
会
」と「
観
光
・

P
R
部
会
」を
設
け
、
空
港
の
利
用
促
進
に
繋つ

な

が
る
新
た
な
名

産
品
の
検
討
・
開
発
や
、
空
港
を
生
か
し
た
観
光
ル
ー
ト
の
策

定
、
更
に
は
空
港
の
P
R
及
び
C
M
活
動
の
展
開
等
、
様
々
な

議
論
を
鋭
意
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
小
学
生
や
一
般
市
民
を
対
象
と
し
た「
茨
城

空
港
見
学
会
」を
開
催
し
、
空
港
の
啓
発
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
水
戸
市
等
県
央
地
域
9
市
町
村
の
首
長
に
よ
る
懇

話
会
も
発
足
し
、
茨
城
空
港
を
利
用
し
た
県
央
地
域
の
活
性
化

を
は
じ
め
、
地
域
が
抱
え
る
課
題
や
将
来
像
を
幅
広
く
議
論
し

て
い
く
体
制
も
整
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
小
美
玉
市
と
し
て
は
、
今
後
と
も

国
や
茨
城
県
な
ど
と
緊
密
な
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
開
港
に
向

け
て
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
個
別
の
施
策
に
つ
い
て
、
新
市
建
設
計
画
に
定

め
ら
れ
た
6
つ
の
基
本
方
針
に
従
っ
て
申
し
上
げ
ま
す
。

平成 20年 4月 17日　広報おみたま
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こ
の
事
業
は
、
農
業
集
落
排
水
事
業
の
区
域
外
並
び
に
公

共
下
水
道
事
業
の
認
可
区
域
外
で
い
ま
だ
下
水
道
が
整
備
さ

れ
て
い
な
い
地
区
の
専
用
住
宅
と
小
規
模
の
併
用
住
宅
を
対

象
に
、
市
民
の
生
活
環
境
の
保
全
及
び
公
衆
衛
生
の
向
上
を

目
的
に
設
置
希
望
者
に
対
し
市
が
独
自
に
浄
化
槽
を
設
置
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
今
ま
で
の
よ
う
に
単
な
る
補
助
金
を
出
し
て
個

人
が
浄
化
槽
を
設
置
す
る
も
の
で
は
な
く
、
市
が
浄
化
槽
を
設

置
し
下
水
道
事
業
と
同
様
に
分
担
金
や
使
用
料
を
徴
収
し
、
そ

の
後
の
維
持
管
理
ま
で
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

●
生
活
環
境

　

水
と
緑
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
将
来
に
わ
た
っ
て
守
り
育

て
て
い
く
た
め
、
総
合
的
な
環
境
保
全
対
策
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
生
活
環
境
の
整

備
を
推
進
し
、
安
全
、
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　

生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
、
環
境
保
全
・
美
化
推
進

事
業
と
し
て
、花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
市
の
貴
重
な
自
然
資
源
で
あ
り
、
動
植
物
の
生
息

域
で
あ
る
水
辺
環
境
や
平
地
林
な
ど
を
保
全
し
て
い
く
た
め

に
、
園
部
川
や
巴
川
、
遠
州
池
の
水
質
調
査
や
、
河
川
の
整

備
と
し
て
梶
無
川
、
黒
川
の
改
修
事
業
を
行
う
と
と
も
に
、

市
の
自
然
環
境
を
次
代
に
継
承
す
る
た
め
、「
小
美
玉
市
地

球
温
暖
化
防
止
実
行
計
画
」を
策
定
し
、
地
球
温
暖
化
防
止

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
の
安
全
、
安
心
な
生
活
を

確
保
す
る
た
め
、「
小
美
玉
市
地
域
防
災
計
画
」に
基
づ
き
、

防
災
体
制
の
強
化
を
図
り
、
災
害
に
強
い
ま
ち
を
目
指
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
消
防
に
つ
き
ま
し
て
は
、
高
規
格
救
急
車
及

び
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
車
を
配
備
し
、
施
設
・
機
材
の
充
実

や
消
防
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
交
通
安
全
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
高
齢
者
や
子

ど
も
を
中
心
に
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、

道
路
照
明
灯
な
ど
の
交
通
安
全
施
設
の
整
備
を
充
実
さ
せ
、

交
通
事
故
ゼ
ロ
の
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

●
都
市
基
盤

　

都
市
基
盤
の
中
で
も
道
路
は
、
市
民
生
活
の
利
便
性
を
向

上
さ
せ
、
都
市
の
活
性
化
を
図
る
上
で
重
要
な
役
割
を
担
う

も
の
で
あ
り
、
良
好
な
住
環
境
を
め
ざ
し
た
都
市
づ
く
り
、

地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
上
で
必
要
な
都
市
施
設
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
地
域
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
と
地
域

に
お
け
る
利
便
性
・
安
全
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
計
画
的

な
幹
線
道
路
、
生
活
道
路
の
整
備
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

道
路
環
境
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
広
域
幹
線
道
路
整
備
事
業
と
し
て
行
っ
て
お
り
ま

す
、
羽
鳥
宿
張
星
線
東
ル
ー
ト
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
に
土
地
評
価
、
土
地
鑑
定
及
び
補
償
調
査
を
実
施
し
、
今

年
度
は
用
地
の
取
得
を
進
め
、
工
事
に
着
手
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
同
西
ル
ー
ト
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
月
、
道
路
線

形
説
明
会
を
行
い
、
現
在
、
路
線
測
量
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
は
、
道
路
詳
細
設
計
及
び
用
地
測
量
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、（
仮
称
）栗
又
四
ヶ
線
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
、

事
業
説
明
会
を
行
い
、
今
後
路
線
測
量
や
詳
細
設
計
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

　

次
に
、
防
衛
補
助
道
路
改
良
事
業
と
し
て
行
っ
て
お
り
ま

す
市
道
小
１
０
８
号
線
の
道
路
改
良
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現

在
、
道
路
詳
細
設
計
を
実
施
し
て
お
り
、
平
成
20
年
度
は
用

地
測
量
及
び
補
償
調
査
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
補
道
路
改
良
事
業
と
し
て
市
道
美
９
８
４
号
線

及
び
市
道
小
２
０
９
３
９
号
線
の
道
路
改
良
工
事
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
小
美
玉
市
水
道
事

業
の
認
可
を
取
得
し
、
速
や
か
な
上
水
道
事
業
の
統
合
と
料

金
体
系
の
一
元
化
を
図
り
、
利
用
者
負
担
の
公
平
と
公
共
の

福
祉
に
配
慮
し
た
経
営
基
盤
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
国
庫
補
助
金
や
企
業
債
を
活
用
し
た
基
幹
施
設
で

あ
る
浄
水
場
や
老
朽
管
等
の
整
備
更
新
を
進
め
、
生
活
イ
ン

フ
ラ
を
強
化
し
、
市
民
の
安あ

ん
ね
い寧
な
生
活
を
担
保
す
る
安
定
し

た
給
水
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
年
度
よ
り
戸

別
浄
化
槽
設
置
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

グラフに見る一般会計予算

　

便
利
で
ゆ
と
り
の
あ
る
快
適
な
ま
ち

四
季
を
感
じ
る
安
心
な
ま
ち

総務費
28億7,358万円
16.7％

総務費
28億7,358万円
16.7％

民生費
42億7,158万円
24.9％

民生費
42億7,158万円
24.9％

衛生費
15億8,991万円

9.3％

衛生費
15億8,991万円

9.3％

農林水産業費
8億8,048万円
5.1％

農林水産業費
8億8,048万円
5.1％

商工費
9,479万円　0.5％
商工費
9,479万円　0.5％

土木費
17億2,900万円
10.1％

土木費
17億2,900万円
10.1％

消防費
11億4,135万円

6.6％

消防費
11億4,135万円

6.6％

教育費
25億8,677万円
15.1％

教育費
25億8,677万円
15.1％

公債費
17億9,434万円
10.4％

公債費
17億9,434万円
10.4％

その他
26万円　0.0％
その他
26万円　0.0％

予備費
3,000万円　0.2％
予備費
3,000万円　0.2％

議会費
1億8,294万円　1.1％
議会費
1億8,294万円　1.1％

歳　出
一般会計

171億7,500万円

広報おみたま　平成 20年 4月 17日



4

国民健康保険特別会計（事業）
国民健康保険特別会計（直診）
老人保健特別会計
後期高齢者医療保険特別会計
下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
戸別浄化槽事業特別会計
霊園事業特別会計
介護保険特別会計（保険事業）
介護保険特別会計（介護サービス）

●
産
業

　

本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
大
切
に
す
る
と
と
も

に
、
各
種
産
業
の
振
興
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
活
力
に
満
ち

た
産
業
の
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　

安
定
的
な
農
業
経
営
を
目
指
し
、
農
業
の
生
産
体
制
や
生

産
基
盤
を
整
備
し
て
、
認
定
農
業
者
等
担
い
手
を
育
成
支
援

す
る
と
共
に
、
法
人
化
を
推
進
い
た
し
ま
し
て
、
農
業
経
営

の
近
代
化
と
多
様
化
を
進
め
、
農
業
振
興
補
助
事
業
と
し
て

の
新
作
物
作
付
け
の
推
進
や
、
水
田
農
業
構
造
改
革
対
策
補

助
事
業
と
し
て
、
余
剰
米
対
策
と
水
田
の
高
度
利
用
の
た
め

の
水
稲
の
生
産
調
整
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
首
都
圏
近
郊
と
い
う
有
利
な
条
件
や
良
好
な
自
然

環
境
を
活
か
し
、
地
域
間
競
争
に
強
い
産
地
づ
く
り
を
促
進

し
、
特
産
物
の
振
興
と
安
定
し
た
産
地
の
形
成
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
商
業
の
振
興
と
し
ま
し
て
は
、
商
工
業
振
興
事
業

補
助
金
と
し
て
商
工
会
へ
補
助
金
を
交
付
し
、
商
工
団
体
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
身
近
な
商
業
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
商

店
な
ど
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
沿
道
型
商
業
施
設
の

計
画
的
な
誘
導
を
図
る
な
ど
、
魅
力
あ
る
商
業
核
の
形
成
に

努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
観
光
の
振
興
と
し
ま
し
て
は
、
本
市
の
自
然
・
文

化
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
観
光
資
源
の
活
用
や
、
新
た
な
観
光
資

源
の
発
掘
・
開
発
を
積
極
的
に
推
進
し
、
観
光
拠
点
の
形
成
を

図
る
と
と
も
に
、
観
光
推
進
体
制
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

●
教
育
・
文
化

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
個
性
を
活
か
し
、
豊
か
な
心
と

創
造
性
を
育
む
と
と
も
に
、
市
民
の
積
極
的
な
参
画
の
も
と
、

個
性
豊
か
な
教
育
・
文
化
の
ま
ち
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

小
・
中
学
校
に
お
い
て
障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
に
対
し
、

日
常
生
活
動
作
の
介
助
や
、
学
習
活
動
上
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

う「
生
活
介
助
員
」の
活
用
が
、
障
が
い
に
応
じ
た
適
切
な
教

育
を
実
施
す
る
う
え
で
一
層
重
要
と
な
っ
て
お
り
、
小
美
玉

市
に
お
い
て
は
平
成
18
年
度
よ
り
必
要
と
す
る
学
校
に
生
活

●
保
健
・
福
祉

　

核
家
族
化
が
進
み
、
共
働
き
家
庭
が
急
激
に
増
加
し
て
い

る
社
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て

る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
え
、
子
育
て
を
支
援
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
子
育
て
支
援
の

一
環
と
し
ま
し
て
、
子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

を
3
歳
か
ら
15
歳
ま
で
の
方
に
対
し
て
、
接
種
料
金
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。
ま
た
、
母
子
保
健
事
業
と
し
て
、「
マ
タ
ニ

テ
ィ
マ
ー
ク
」の
普
及
や
昨
年
度
ま
で
年
2
回
行
っ
て
い
ま
し

た
妊
婦
医
療
機
関
委
託
健
診
を
年
5
回
へ
拡
大
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
乳
幼
児
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う

生
後
4
か
月
ま
で
の
乳
児
の
い
る
家
庭
訪
問
を
実
施
し
、
育

児
に
対
す
る
相
談
や
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
各
種
の
健

診
・
教
室
・
保
健
指
導
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、子
育
て
に
悩
み
を
抱
え
る
家
庭
を
支
援
す
る
た
め
、

家
庭
児
童
相
談
室
の
設
置
や
、
家
庭
児
童
福
祉
の
専
門
員
の

配
置
に
よ
り
、
家
庭
で
の
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
つ
い
て
相
談
指

導
に
あ
た
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議

会
の
設
置
に
よ
り
、
要
保
護
児
童
に
関
す
る
情
報
や
考
え
方

を
共
有
し
、
適
切
な
連
携
の
下
で
対
応
で
き
る
よ
う
、
関
係

者
間
で
の
情
報
の
交
換
と
支
援
内
容
の
協
議
を
行
い
ま
す
。 

　

次
に
、
健
康
づ
く
り
の
推
進
と
し
ま
し
て
は
、
市
民
が
心

身
と
も
に
健
康
で
、
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
、
各
種
が

ん
検
診
等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
基
本
的
な
健
康
診
査
に

つ
き
ま
し
て
は
、
健
診
体
制
を
見
直
し
、
健
診
後
の
事
後
指

導
を
強
化
し
、
健
康
づ
く
り
の
支
援
、
健
康
管
理
の
た
め
の

保
健
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
者
福
祉
の
充
実
と
し
ま
し
て
、
障
が
い
者
が

地
域
で
自
立
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
治
療
方
法
の
確

立
し
て
い
な
い
難
病
患
者
の
方
に
対
し
て
、
福
祉
見
舞
金
を
給

付
し
、
経
済
負
担
の
軽
減
と
福
祉
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
障
が
い
者
地
域
支
援
事
業
と
し
ま
し
て
、
障
が

い
の
あ
る
人
に
対
し
、創
作
活
動
又
は
生
産
活
動
の
提
供
や
、

日
常
生
活
上
必
要
な
訓
練
、
指
導
等
を
行
い
、
生
活
の
質
向

上
と
社
会
復
帰
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

ぬ
く
も
り
に
あ
ふ
れ
る
福
祉
の
ま
ち

活
力
に
満
ち
た
創
造
の
ま
ち

　

個
性
豊
か
な
教
育
・
文
化
の
ま
ち

特別会計 特別会計とは、国民健康保険や下水道事業などのように特定の事業を行うものについて、
一般会計の歳入、歳出と切り離して経理しているものです。         （単位：万円）

54億7,745万円
1億9,322万円
3億7,308万円
3億6,058万円
18億9,664万円
3億1,116万円
5,034万円
1,555万円

22億5,832万円
251万円

３条予算収入
　　　　支出
４条予算収入
　　　　支出
３条予算収入
　　　　支出
４条予算収入
　　　　支出

収　　　　入
支　　　　出

7億2,901万円
6億6,026万円
7億1,437万円
9億6,345万円
3億4,914万円
3億4,914万円

0万円
1,226万円

299億637万円
300億9,896万円

水道事業会計

病院事業会計

合　　　　計

特
別
会
計

企
業
会
計

平成 20年 4月 17日　広報おみたま
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流
協
会
の
主
催
事
業
と
し
て
、
昨
年
度
は
、
姉
妹
都
市
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
カ
ン
ザ
ス
州
ア
ビ
リ
ン
市
か
ら
の
青
少
年
訪
問

団
17
名
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
平
成
20
年
度
は
、
本
市
か
ら

青
少
年
訪
問
団
24
名
を
7
月
下
旬
か
ら
2
週
間
程
度
、
派
遣

す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
姉
妹
都
市
以
外
の
様
々
な
国
際
交

流
に
つ
き
ま
し
て
も
、
本
協
会
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
活
動

し
て
い
き
ま
す
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
行
財
政
運
営

　

こ
れ
ま
で
に
培
っ
て
き
た
市
民
参
画
の
機
運
を
継
承
し
た

市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
づ
く
り
と
、
様
々
な
交
流
の
促
進

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

小
美
玉
市
の
憲
法
と
い
わ
れ
る
自
治
基
本
条
例
が
平
成
20

年
4
月
よ
り
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
民
参
画
を
推
進

し
、
市
民
の
皆
様
に
自
発
的
に
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
条
例
で
あ
り
、
市
民
と
市
の
情
報

共
有
、
参
画
、
協
働
を
基
本
原
則
と
し
て
定
め
て
お
り
ま
す
。

こ
の
条
例
の
施
行
に
よ
っ
て
市
民
参
画
や
協
働
の
仕
組
み
が

整
え
ら
れ
、
市
民
の
皆
様
の
意
見
が
今
ま
で
よ
り
市
政
に
届

く
よ
う
に
な
り
、
市
民
自
治
が
よ
り
一
層
推
進
さ
れ
る
も
の

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
心
ふ
れ
あ
う
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
地

域
の
ま
ち
づ
く
り
は
地
域
住
民
の
連
携
、協
力
を
基
本
と
し
、

本
市
す
べ
て
の
地
域
に
お
け
る「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」の
形

成
に
努
め
る
と
し
、市
民
間
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
間
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

　

次
に
、
行
財
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
多
様
化
、
高
度

化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
行
財
政
改
革
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
地
方
分
権
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
、
自

立
性
の
高
い
行
政
運
営
を
推
進
し
、
市
民
の
利
便
性
の
向
上

に
努
め
る
と
と
も
に
、
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
、
事
務
事

業
の
見
直
し
や
、
経
費
の
節
減
を
図
り
、
弾
力
的
で
健
全
な

財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
急
速
に
進
展
す
る
高
度
情
報
化
に
対
応
し
た
電
子

自
治
体
の
構
築
を
目
指
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め

の
各
種
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

介
助
員
を
配
置
し
、
様
々
な
障
が
い
を
持
つ
児
童
生
徒
に
対

す
る
学
校
生
活
上
の
介
助
や
学
習
活
動
上
の
支
援
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
2
月
現
在
で
幼
稚
園
、
小
学
校
合
わ
せ
て
10
名

の
生
活
介
助
員
を
配
置
し
て
お
り
、平
成
20
年
度
は
幼
稚
園
、

小
学
校
、
中
学
校
合
わ
せ
て
13
名
の
生
活
介
助
員
の
配
置
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
小
川
統
合
幼
稚
園
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
19

年
度
に
敷
地
造
成
と
園
舎
建
築
の
実
施
設
計
を
委
託
し
ま
し

た
。
造
成
工
事
に
お
い
て
は
、
進
入
路
の
築
造
及
び
雑
草
立

木
の
処
分
工
事
を
現
在
施
工
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
造

成
工
事
で
は
、
自
衛
隊
の
地
域
貢
献
及
び
工
事
費
の
節
約
を

目
的
に
陸
上
自
衛
隊
に
よ
る
部
外
工
事
を
要
望
し
て
お
り
、

現
在
ほ
ぼ
調
整
も
ま
と
ま
り
平
成
20
年
4
月
よ
り
6
月
に
か

け
ま
し
て
実
施
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
事
業
計
画
と
し
ま
し
て
は
、
ま
ず
先
ほ
ど
述
べ

ま
し
た
陸
上
自
衛
隊
に
よ
る
敷
地
造
成
工
事
を
4
月
〜
6
月
に

か
け
て
実
施
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
園
舎
の
建
築
工
事
を
7

月
〜
翌
3
月
に
か
け
て
予
定
し
て
お
り
、
併
せ
て
敷
地
の
外
構

工
事
並
び
に
園
庭
整
備
工
事
も
行
い
、
平
成
21
年
度
4
月
開
園

に
向
け
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
20
年
度
は

幼
稚
園
開
園
に
伴
い
ま
す
園
児
募
集
要
項
の
制
定
及
び
幼
稚
園

設
置
条
例
、
管
理
規
則
等
の
改
正
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
給
食
共
同
調
理
場
施
設
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
玉
里
地
区
の
小
中
学
校
は
玉
里
給
食
セ
ン

タ
ー
に
よ
り
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
他
の
小
学
校
9
校

と
中
学
校
3
校
は
、
自
校
方
式
に
よ
る
給
食
事
業
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
が
、
下
吉
影
小
学
校
を
除
く
施
設
は
い
ず
れ
も

老
朽
化
が
進
み
厳
し
い
作
業
環
境
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
教
育
施
設
整
備
の
推
進
目
標
の
中
で
学
校
給

食
施
設
の
合
理
的
な
運
営
を
目
指
し
給
食
共
同
調
理
場
を
整

備
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
は
、
用
地
購
入
及
び
用
地
測
量
と
地
質
調
査

委
託
な
ど
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
実
施
設
計
段
階

で
は
、
厨
房
設
備
、
排
水
処
理
施
設
の
メ
ー
カ
ー
の
選
定
の

た
め
、
各
メ
ー
カ
ー
か
ら
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
等
に
よ
り
提
案
し

て
い
た
だ
い
た
も
の
を
学
校
給
食
運
営
委
員
会
に
図
り
、
よ

り
よ
い
、
使
い
や
す
い
製
品
を
導
入
す
る
予
定
で
す
。

　

次
に
、
国
際
交
流
活
動
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
際
交

　

み
ん
な
で
育
む
自
治
の
ま
ち

平成 20年度予算の主な事業

○広域幹線道路整備事業｛羽鳥宿張星線・（仮称）栗又四ケ線等の道路改良｝
○戸別浄化槽事業特別会計への繰出し

1. 便利でゆとりある快適なまち（都市基盤）

○再編交付金事業｛基地周辺地区公民館の建設、小川文化センター機器改修等｝

2. 四季を感じる安心なまち（生活環境）

○後期高齢者医療保険特別会計への繰出し
○病院事業会計への繰出し
○民間保育所補助事業｛一時保育・延長保育・乳児保育・病児病後児保育事業等｝
○結核予防及び予防接種事業 { 子ども・高齢者のインフルエンザ予防接種等｝
○母子保健事業｛乳幼児の健診、妊婦健康診査公費負担制度、母子保健教室等の開催｝

3. ぬくもりにあふれる福祉のまち（保健・福祉）

○水田農業構造改革対策補助事業｛転作実施等に対する補助金交付｝
○観光地域づくりの推進｛市観光資源の確保に伴うコスモス栽培に対する補助金｝

4. 活力に満ちた創造のまち（産業）

○統合幼稚園建設事業
○学力向上支援事業 
○キャリア教育推進事業 
○放課後児童対策事業 
○放課後子ども教室事業
○学校介助員の配置
○国際交流活動事業
○給食共同調理場施設整備事業

5. 個性豊かな教育・
　　　文化のまち（教育・文化）

○住民参加のまちづくり事業
　｛まちづくり組織活動補助金｝

6. みんなで育む自治のまち
　（コミュニティ・行財政運営）

広報おみたま　平成 20年 4月 17日
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小
美
玉
市
民
の
日
を
祝
う
記
念
式
典

が
３
月
27
日
、
小
川
文
化
セ
ン
タ
ー
大

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
に

先
立
ち
、
市
役
所
本
庁
舎
前
で
市
民

憲
章
記
念
碑
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
、
約

２
０
０
人
が
参
列
す
る
中
、
今
年
１
月

１
日
に
制
定
し
た
小
美
玉
市
市
民
憲
章

が
刻
ま
れ
た
碑
が
お
披
露
目
と
な
り
ま

し
た
。  

　

島
田
市
長
は
、「
こ
こ
に
参
加
し
て

く
れ
た
小
学
生
を
は
じ
め
若
い
世
代
の

皆
さ
ん
が
、
こ
の
市
民
憲
章
を
”道
し

る
べ
“と
し
て
立
派
に
成
長
し
、
明
日

の
小
美
玉
市
を
担
う
こ
と
を
期
待
し
ま

す
」と
あ
い
さ
つ
し
、
市
内
の
各
小
学

校
代
表
児
童
12
名
が
市
民
憲
章
を
元
気

よ
く
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
約
３
０
０
人
の
市
民
、
団

体
、
自
治
体
関
係
者
な
ど
が
参
列
す
る

中
、
地
元「
み
の
り
太
鼓
」の
勇
壮
な
演

奏
で
幕
が
開
き
、
平
成
18
年
度
、
19
年

度
に
叙
勲
を
受
け
た
方
が
た
や
国
県
等

の
表
彰
を
受
け
た
団
体
の
功
績
が
紹
介

さ
れ
、
島
田
市
長
が
花
束
を
贈
り
そ
の

労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
ま
ち
の
踊
り
歌
」歌
詞
応
募

者
の
表
彰
も
行
わ
れ
、
新
た
に
ま
ち
の

踊
り
歌
と
な
っ
た「
大
き
な
大
き
な
輪

に
な
ろ
う
」の
作
詞
者
、
市
村
同つ

い
こ子
さ

ん
と
佳
作
に
選
ば
れ
た
深
作
和
枝
さ
ん

に
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
会
場
で

は
、
作
曲
し
た
民
謡
歌
手
の
鎌
田
英
一

さ
ん
が「
大
き
な
大
き
な
輪
に
な
ろ
う
」

を
唄
い
、
踊
り
の
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る

同
曲
の
踊
り
の
完
成
披
露
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
４
月
１
日
に
新
た
な
体
制

で
診
療
が
開
始
さ
れ
る「
小
美
玉
市
医

療
セ
ン
タ
ー
」の
指
定
管
理
者
、
幕
内

幹
男
氏（
医
療
法
人
幕
内
会
理
事
長
）が

あ
い
さ
つ
し
、
患
者
本
位
の
病
院
運
営

に
向
け
て
、
市
民
の
理
解
と
協
力
を
求

め
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
本
市（
旧
小
川
町
）出
身
の

航
空
自
衛
隊
航
空
開
発
実
験
集
団
司
令

官
、
長
島
修み

ち
て
る照

空
将
が「
自
衛
隊
と
地

域
社
会
と
の
共
生
を
考
え
る
」
と
題
し

て
、
記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。 

■
地
方
自
治
功
労

　

旭
日
単
光
章

　
（
故
）　

中
村　

敏
男
氏

　
　
　
　
（
元
小
川
町
議
会
議
員
）

　
（
故
）　

浅
野　
　

純
氏

　
　
　
　
（
元
美
野
里
町
議
会
議
員
）

　
（
故
）　

久
保
田　

清
氏

　
　
　
　
（
元
小
川
町
議
会
議
員
）

　
　
　
　

矢
口　
　

操
氏

　
　
　
　
（
元
小
川
町
議
会
議
員
）

　
（
故
）　

橋
本
由
右
衛
門
氏

　
　
　
　
（
元
玉
里
村
議
会
議
員
）

　
　
　
　

押
手　

和
男
氏

　
　
　
　
（
元
小
川
町
議
会
議
員
）

　
（
故
）　

磯
邊　
　

明
氏

　
　
　
　
（
元
美
野
里
町
議
会
議
員
）

■
保
健
衛
生
功
労  

　

従
六
位

　

旭
日
双
光
章

　
（
故
）　

木
村　

成
隆
氏

　
　
　
　
（ 

元
㈳
茨
城
県
東
茨
城
郡
医
師
会

副
会
長
、
元
小
美
玉
市
学
校
医
）

■
社
会
福
祉
功
労

　

瑞
宝
単
光
章

　
　

遠
藤　

行
夫
氏

　
　
　
　
（
元
玉
里
民
生
委
員
・
児
童
委
員
）

■
教
育
功
労

　

瑞
宝
双
光
章

　
　

高
野
み
ち
子
氏

　
　
　
　
（
元
堅
倉
小
学
校
長
、

元
美
野
里
町
教
育
長
）

■
消
防
功
労   

　

瑞
宝
双
光
章

　
　

木
名
瀬　

裕
氏

　
　
　
　
（ 

元
美
野
里
町
消
防
団
長
、

元
美
野
里
町
議
会
議
員
）

　

瑞
宝
単
光
章

　
　

藤
田　

幹
泰
氏

　
　
　
　
（
元
小
川
町
消
防
団
副
団
長
）

　
　

岩
松　
　

昶
氏

　
　
　
　
（
元
美
野
里
町
消
防
団
本
部
長
） 

■
防
衛
功
労   

　

瑞
宝
双
光
章

　
　

橋
本　

又
勝
氏（
元
１
等
空
尉
）

　
　

松
岡　
　

侯
氏（
元
２
等
空
尉
）

　

瑞
宝
単
光
章

　
　

若
生　
　

進
氏（
元
３
等
空
尉
） 

　
　

宇
都
宮
誠
毅
氏（
元
３
等
空
尉
）  

　
　

益
子　

新
三
氏（
元
准
空
尉
）

■
警
察
功
労  

　

瑞
宝
単
光
章

　
　

路
川　

茂
氏（
元
茨
城
県
警
部
）

■
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　

栄
養
関
係
功
労
者「
地
区
組
織
」  

　
　

小
美
玉
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　
　
　
　
（
代
表
者
：
廣
戸
京
子
氏
）

■
茨
城
県
表
彰 

　

功
績
団
体
表
彰「
生
活
環
境
の
保
全
」    

　
　

納
場
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
　
（
代
表
者
：
川
島
先
則
氏
）

　

功
績
団
体
表
彰「
交
通
安
全
の
確
保
」

　
　

石
岡
地
区
交
通
安
全
母
の
会
連
合
会

　
　
　
　
（
代
表
者
：
久
保
田
テ
ル
氏
）

■
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

　

優
良
消
防
団
表
彰「
表
彰
旗
」

　
　

小
美
玉
市
玉
里
消
防
団

　
　
　
　
（
代
表
者
：
矢
口
明
良
氏
）

叙勲を受章された方がたや功績団体を紹介し、花束を贈呈

【
平
成
18
・
19
年
度
功
績
者
】

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た

３
月
27
日
は
小
美
玉
市
民
の
日

平成 20年 4月 17日　広報おみたま
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一
、
恵
み
ゆ
た
か
な　

霞
ヶ
浦
に

　
　

仰
ぐ
筑つ

く

ば

ね

波
嶺　

常ひ

た

ち

の

陸
野
の

　
　

風
は
欅け

や
き

に　

さ
さ
や
き
過
ぎ
る

　
　

花
の
香
り
に　

つ
つ
ま
れ
な
が
ら

　
　

実
り
あ
ふ
れ
る　

大
地
に
生
き
る

　
　

心
育
む　

小
美
玉
市

　
　

大
き
な
大
き
な
輪
に
な
ろ
う　

輪
に
な
ろ
う

二
、
時
を
つ
な
い
で　

翼
に
な
っ
て

　
　

楽
し
い
夢
に　

出
逢
う
ま
ち

　
　

ひ
と
日
ひ
と
日
の　

た
し
か
な
あ
ゆ
み

　
　

朝
な
夕
な
に　

笑
顔
を
か
わ
し

　
　

幸
し
あ
わ
せわ
け
合
う　

大
地
に
生
き
る

　
　

命
育
む　

小
美
玉
市

　
　

大
き
な
大
き
な
輪
に
な
ろ
う　

輪
に
な
ろ
う

  三
、
眸ひ

と
み

を
あ
げ
て　

大
空
翔
け
て

　
　

未
来
を
創
る　

若
者
よ

　
　

知
恵
と
浪
漫
の　

自
由
な
天
地

　
　

明
日
の
ふ
る
さ
と　

夢
に
見
て

　
　

意
気
高
ら
か
に　

大
地
に
生
き
る

　
　

希
望
育
む　

小
美
玉
市

　
　

大
き
な
大
き
な
輪
に
な
ろ
う　

輪
に
な
ろ
う

大きな大きな輪になろう　唄／鎌田英一
作詞  市村 同子／作曲  鎌田 英一／編曲  松井 タツオ

　

”小
美
玉
市
ふ
れ
あ
い
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
“で
お
馴

染
み
の
民
謡
歌
手
の
鎌
田
英
一
さ
ん
が
唄
う

「
大
き
な
大
き
な
輪
に
な
ろ
う
」の
C
D
、
カ
セ
ッ
ト

テ
ー
プ（
唄
入
り
と
カ
ラ
オ
ケ
の
2
曲
入
り
）を
販
売

し
て
い
ま
す
!

　

市
役
所
市
民
生
活
部
地
域
振
興
課
窓
口
で
ど
ち

ら
も
１
，０
０
０
円
で
お
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。
歌

詞
も
口
ず
さ
み
や
す
く
、
親
し
み
の
も
て
る
メ
ロ

デ
ィ
ー
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

市民憲章記念碑の除幕

市民だれもが元気よく踊れて、親しみのもてる
踊り唄「大きな大きな輪になろう」の初披露

市民憲章除幕式に参加（朗読）した子どもたち

市内の保育園・幼稚園・小学校の子どもたちが作った「小旗」の作品コーナー

長島修照空将による記念講演

広報おみたま　平成 20年 4月 17日
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◀
市
長
公
室

秘
書
広
聴
課
長

長
谷
川
正
典（ 

総
務
課
長
補
佐
兼
行
財
政
改
革

推
進
室
長
）

企
画
調
整
課
長

　

小
松　

修
也

空
港
対
策
課
長

　

林　
　

利
家（
茨
城
県
）

財
政
課
長

　

金
子　

政
巳（
税
務
課
長
）

◀
総
務
部

総
務
課
長

　

森
島　

和
久（
秘
書
広
聴
課
長
）

税
務
課
長

　

清
水　

章
夫（
小
川
総
合
支
所
総
合
窓
口
課
長
）

管
財
検
査
課
長

　

滝
ケ
崎
文
雄（
農
政
課
長
）

◀
市
民
生
活
部

市
民
課
長

　

日
下
部
照
雄

環
境
課
長

　

遠
藤　

恒
夫

地
域
振
興
課
長

　

長
谷
川　

進（ 

地
域
振
興
課
長
補
佐
兼
地
域

振
興
係
長
）

◀
保
健
福
祉
部

医
療
保
険
課
長

　

幡
谷　

賢
二

健
康
増
進
課
長
兼
四
季
健
康
館
長

　

飯
塚　

新
一

福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
課
長

　

川
上　

久
機

福
祉
事
務
所
介
護
福
祉
課
長

　

内
田　

栄
治（
保
健
福
祉
部
参
事
）

福
祉
事
務
所
小
川
支
所
長

　

堺　
　
　

明

福
祉
事
務
所
美
野
里
支
所
長

　

田
口　

知
治

◀
産
業
経
済
部

農
政
課
長

　

藤
田　

幸
生（ 

健
康
増
進
課
長
補
佐
兼
健
康

推
進
係
長
） 

商
工
観
光
課
長

　

長
谷
川
和
志

◀
都
市
建
設
部

都
市
整
備
課
長

　

山
口　
　

守

建
設
課
長

　

亀
山　
　

一（
地
域
振
興
課
長
）

管
理
課
長

　

沼
田　

博
之

特
定
幹
線
道
路
推
進
室
長

　

近
藤　

敏
夫

下
水
道
課
長

　

島
田　

誠
志（
建
設
課
長
）

◀
水
道
局

業
務
課
長 

　

橋
本　

善
夫（
介
護
福
祉
課
長
）

施
設
課
長

　

根
崎　

宏
二

◀
会
計
課

会
計
課
長

　

坂
本　

順
子

◀
監
査
委
員
事
務
局

監
査
委
員
事
務
局
長

　

礒　
　

敏
弘（ 

公
的
医
療
機
関
経
営
改
革
推

進
室
参
事
）

◀
農
業
委
員
会

農
業
委
員
会
事
務
局
長

　

佐
川　

利
衛

◀
教
育
委
員
会

教
育
総
務
課
長

　

長
津　

智
之（
生
涯
学
習
課
長
）

学
校
教
育
課
長

　

樽
見　

博
文

生
涯
学
習
課
長
兼
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
長

　

成
井　

修
也（
生
活
文
化
課
長
）

◀
小
美
玉
市
消
防
本
部

消
防
次
長
兼
小
川
消
防
署
長

　

海
老
澤
啓
一

総
務
課
長

　

大
槻　

信
一

警
防
課
長

　

長
島　

照
夫（
美
野
里
消
防
署
長
）

予
防
課
長

　

安
重　

敏
彦

◀
美
野
里
消
防
署

署
長

　

野
口　
　

博（
玉
里
消
防
署
長
）

◀
玉
里
消
防
署

署
長

　

大
枝　

末
司（
消
防
本
部
警
防
課
長
）

◀
出
向

美
野
里
農
業
公
社（
農
政
課
参
事
）

　

大
和
田　

猛

茨
城
・
美
野
里
環
境
組
合（
環
境
課
参
事
）

　

藤
枝　
　

誠

◀
市
長
公
室

秘
書
広
聴
課
長
補
佐
兼
広
報
広
聴
係
長

　

白
井　

福
夫（ 

秘
書
広
聴
課
副
参
事
兼
広
報

広
聴
係
長
）

企
画
調
整
課
長
補
佐
兼
男
女
共
同
参
画
係
長

　

坂
本　

絹
江（ 

企
画
調
整
課
副
参
事
兼
男
女

共
同
参
画
係
長
）

財
政
課
長
補
佐
兼
財
政
係
長

　

升
田　

昭
彦（
財
政
課
副
参
事
兼
財
政
係
長
）

総
務
課
長
補
佐
兼
職
員
係
長

　

名
塚　

晴
夫（
職
員
課
副
参
事
兼
人
事
係
長
）

総
務
課
副
参
事
兼
職
員
係
長

　

吉
田
喜
久
江（ 

小
川
総
合
支
所
総
合
窓
口
課

税
務
係
長
）

総
務
課
長
補
佐
兼
行
財
政
改
革
推
進
室
長

　

田
中　

正
志（ 

市
民
課
長
補
佐
兼
総
合
窓
口

係
長
住
民
記
録
係
長
）

市
長
公
室
長

　

沼
田　

和
美（ 

公
的
医
療
機
関
経
営
改
革
推

進
室
理
事
）

総
務
部
長

　

大
枝　

俊
夫（
市
長
公
室
長
）

市
民
生
活
部
長
兼
生
活
文
化
課
長

　

藤
枝　

房
雄（
管
財
検
査
課
長
）

保
健
福
祉
部
長

　

後
藤　

一
廣

産
業
経
済
部
長

　

伊
野　

美
也

都
市
建
設
部
長

　

島
田　
　

久

小
川
総
合
支
所
長
兼
総
合
窓
口
課
長

　

鈴
木　

敏
夫（
小
川
総
合
支
所
長
兼
総
務
課
長
）

玉
里
総
合
支
所
長
兼
総
合
窓
口
課
長

　

浅
野　
　

清（
監
査
委
員
事
務
局
長
）

会
計
管
理
者

　

重
藤　
　

勤

教
育
委
員
会
教
育
次
長

　

菊
田
源
一
郎

教
育
委
員
会
理
事
兼
指
導
室
長

　

石
島　

光
夫（
小
川
南
中
学
校
長
）

議
会
事
務
局
長

　

飯
塚　

正
夫（
財
政
課
長
）

水
道
局
長 

　

内
田　

芳
光

保
健
福
祉
部
理
事

　

海
老
澤
保
雄（
下
水
道
課
長
）

消
防
本
部
消
防
長

　

金
谷 

正
明（
総
務
部
長
）

職　員
配置一覧

平
成
20
年
4
月
1
日
現

在
職
員
人
事
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

（　
　

）
は
前
職
。

●
部
長
級

●
課
長
級

●
課
長
補
佐
級

平成 20年 4月 17日　広報おみたま
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福
祉
事
務
所
介
護
福
祉
課
副
参
事
兼
高
齢
福
祉
係
長

　

鬼
沢　

君
江（
介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
長
）

◀
産
業
経
済
部

農
政
課
長
補
佐
兼
農
政
係
長

　

川
島　

正
一（ 

生
涯
学
習
課
長
補
佐
兼
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
館
長
）

農
政
課
長
補
佐
兼
振
興
係
長

　

山
口　

勇
夫（
農
政
課
副
参
事
兼
振
興
係
長
）

農
政
課
長
補
佐
兼
土
地
改
良
係
長

　

根
本　

勝
広（ 

農
政
課
副
参
事
兼
土
地
改
良

係
長
）

商
工
観
光
課
長
補
佐
兼
企
業
誘
致
係
長

　

関
山　

一
夫（ 

生
活
文
化
課
長
補
佐
兼
小
川

文
化
セ
ン
タ
ー
館
長
）

◀
都
市
建
設
部

都
市
整
備
課
長
補
佐
兼
都
市
計
画
係
長

　

坂
本　

一
志（ 

都
市
整
備
課
副
参
事
兼
都
市

計
画
係
長
）

都
市
整
備
課
長
補
佐
兼
建
築
指
導
係
長

　

大
山　

惠
則（ 
都
市
整
備
課
副
参
事
兼
建
築

指
導
係
長
）

管
理
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長

　

本
多　

正
男（ 

議
会
事
務
局
長
補
佐
兼
庶
務

係
長
） 

管
理
課
副
参
事
兼
維
持
補
修
係
長

　

坂
本　

敏
夫（ 

小
川
総
合
支
所
総
合
窓
口
課

生
活
環
境
係
長
）

下
水
道
課
副
参
事
兼
業
務
管
理
係
長

　

矢
口　

正
信

下
水
道
課
副
参
事
兼
公
共
下
水
道
係
長

　

海
老
澤
光
志

◀
小
川
総
合
支
所

小
川
総
合
支
所
総
合
窓
口
課
長
補
佐
兼
総
合
調
整
係
長

　

成
井　

定
男（ 

小
川
総
合
支
所
総
務
課
副
参

事
兼
総
務
係
長
）

小
川
総
合
支
所
総
合
窓
口
課
長
補
佐
兼
基
地
対

策
室
長
兼
基
地
対
策
係
長

　

我
妻　

智
光（ 

商
工
観
光
課
副
参
事
兼
企
業

誘
致
係
長
）

小
川
総
合
支
所
総
合
窓
口
課
長
補
佐
兼
市
民
係
長

　

大
和
田
房
代（ 

小
川
総
合
支
所
総
合
窓
口
課

副
参
事
兼
市
民
係
長
）

◀
玉
里
総
合
支
所

玉
里
総
合
支
所
総
合
窓
口
課
副
参
事
兼
総
合
調
整
係
長

　

中
嶋　

恒
俊（ 

玉
里
総
合
支
所
総
合
窓
口
課

副
参
事
兼
生
活
環
境
係
長
）

◀
会
計
課

会
計
課
副
参
事
兼
支
出
係
長

　

羽
鳥　

幸
子（
会
計
課
支
出
係
長
）

◀
議
会
事
務
局

議
会
事
務
局
長
補
佐
兼
庶
務
係
長

　

平
本
喜
代
治（
管
理
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
）

◀
農
業
委
員
会

農
業
委
員
会
事
務
局
副
参
事
兼
庶
務
係
長

　

滑
川　

公
子（ 

農
業
委
員
会
事
務
局
庶
務
兼

農
地
係
長
）

◀
水
道
局

水
道
局
業
務
課
副
参
事
兼
庶
務
２
係
長

　

大
山　

浩
明

水
道
局
施
設
課
長
補
佐
兼
施
設
１
係
長

　

木
村　
　

靖（ 

水
道
局
施
設
課
副
参
事
兼
施

設
１
係
長
）

水
道
局
施
設
課
長
補
佐
兼
施
設
２
係
長

　

深
作　
　

広（ 

市
民
課
副
参
事
兼
羽
鳥
出
張

所
係
長
）

◀
教
育
委
員
会

教
育
委
員
会
・
教
育
総
務
課

教
育
総
務
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長

　

廣
戸　

俊
一（ 

社
会
福
祉
課
長
補
佐
兼
社
会

福
祉
係
長
） 

教
育
総
務
課
長
補
佐
兼
施
設
整
備
係
長

　

猪
狩　

光
治（ 

教
育
総
務
課
長
補
佐
兼
施
設

係
長
）

◀
教
育
委
員
会
・
生
涯
学
習
課（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

生
涯
学
習
課
長
補
佐
兼
生
涯
学
習
係
長

　

飯
島　
　

勝（ 

教
育
総
務
課
長
補
佐
兼
総
務

係
長
）

生
涯
学
習
課
副
参
事
兼
小
川
公
民
館
館
長
兼
小

川
図
書
館
長

　

藤
本　

芳
一（
小
川
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
所
長
）

生
涯
学
習
課
長
補
佐
兼
美
野
里
公
民
館
長

　

島
田　

百
子（ 

生
涯
学
習
課
副
参
事
兼
美
野

里
公
民
館
長
）

生
涯
学
習
課
副
参
事
兼
や
す
ら
ぎ
の
里
小
川
係
長

　

菅
具　

吉
秀（
や
す
ら
ぎ
の
里
小
川
係
長
）

生
涯
学
習
課
副
参
事
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長

　

園
部　

章
一（ 

生
涯
学
習
課
副
参
事
兼
希
望
ヶ

丘
公
園
係
長
）

生
涯
学
習
課
副
参
事
兼
玉
里
海
洋
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
係
長

　

斉
藤　

幸
雄（ 

生
涯
学
習
課
副
参
事
兼
玉
里

総
合
運
動
公
園（
海
洋
セ
ン

タ
ー
）所
長
）

◀
小
美
玉
消
防
本
部

総
務
課
長
補
佐
兼
経
理
係
長

　

久
保
田
勝
則

◀
小
川
消
防
署

副
署
長

　

清
司　

俊
之

　

福
田　

善
久

◀
美
野
里
消
防
署

副
署
長

　

滑
川　
　

衛 

　

樽
見　

大
成

◀
玉
里
消
防
署

副
署
長

　

廣
木　

和
雄

　

藤
岡　
　

誠

◀
出
向

社
会
福
祉
協
議
会（
社
会
福
祉
課
長
補
佐
）

　

金
子　
　

進

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事
務
局　

　
　
　
　
　
　
　
（
医
療
保
険
課
長
補
佐
）

　

服
部　

和
志

税
務
課
長
補
佐
兼
諸
税
係
長

　

矢
口　
　

尚

税
務
課
長
補
佐
兼
資
産
税
係
長

　

吉
澤　

栄
一（ 

税
務
課
長
補
佐
兼
資
産
税
２

係
長
）

税
務
課
副
参
事
兼
資
産
税
係
長

　

井
坂　

正
枝（
税
務
課
資
産
税
２
係
長
）

税
務
課
長
補
佐
兼
収
納
特
別
対
策
室
長
兼
収
納
係
長

　

内
田　

清
志

管
財
検
査
課
長
補
佐
兼
管
財
係
長

　

島
田
清
一
郎（ 

管
財
検
査
課
副
参
事
兼
管
財

係
長
）

管
財
検
査
課
長
補
佐
兼
契
約
・
検
査
係
長

　

東
ケ
崎
文
則

◀
市
民
生
活
部

市
民
課
長
補
佐
兼
総
合
窓
口
係
長

　

滝
平　

清
満（ 

水
道
局
施
設
課
長
補
佐
兼
施

設
２
係
長
）

市
民
課
副
参
事
兼
住
民
記
録
係
長

　

大
久
保
典
文

市
民
課
副
参
事
兼
年
金
係
長

　

久
保
田
幸
子（
市
民
課
年
金
係
長
）

環
境
課
長
補
佐

　

宮
嶋　
　

茂（ 

生
涯
学
習
課
長
補
佐
兼
生
涯

学
習
係
長
）

地
域
振
興
課
長
補
佐
兼
市
民
安
全
係
長

　

飯
島　

正
一（
会
計
課
長
補
佐
兼
支
出
係
長
）

◀
保
健
福
祉
部

医
療
保
険
課
長
補
佐
兼
国
保
給
付
係
長

　

長
島　

宏
幸

健
康
増
進
課
副
参
事
兼
成
人
保
健
係
長

　

鳥
羽
田
き
よ
子（
小
川
保
健
係
長
）

健
康
増
進
課
長
補
佐
兼
健
康
推
進
係
長

　

飯
田　
　

孝（
税
務
課
副
参
事
兼
資
産
税
係
長
）

福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
課
副
参
事
兼
社
会
福
祉
係
長

　

立
原　

伸
樹（
職
員
課
副
参
事
兼
給
与
係
長
）

福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
課
長
補
佐
兼
児
童
福
祉
係
長

　

白
井　

利
光

福
祉
事
務
所
介
護
福
祉
課
長
補
佐
兼
高
齢
福
祉
係
長

　

青
木　

敏
夫

掲
載
は
部
長
級
、
課
長
級
、
課
長
補
佐
級
と
し
て
い
ま
す
。

広報おみたま　平成 20年 4月 17日
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『茨城空港見学会』参加者募集！『茨城空港見学会』参加者募集！『茨城空港見学会』参加者募集！
　市では、平成21年度の開港に向けて工事が進む、首都圏の北の玄関口『茨城空港』への見学会の参加
者を募集します。参加ご希望の方は、以下の内容をご覧のうえご応募ください。なお、参加は無料です
が、先着順ですので、定員になり次第締め切らせていただきます。お早めのご応募をお待ちしています。

⒈開催日時等
　■開催日時　5月8日（木）午後から
　■集合場所　小美玉市役所及び小川総合支所
　■出発時間　午後1時（小川総合支所は、午後1時20分）
　■見学場所　国土交通省が整備する茨城空港
　　　　　　　＊詳細は参加者が決定次第、事務局からご連絡します。
　　　　　　　
⒉募集対象及び定員
　■対　　象　市内在住の方に限ります。
　　　　　　　＊なお、小学生以下の方は、保護者の同伴が必要となります。
　■定　　員　30名程度
　　　　　　　＊定員になり次第、締め切らせていただきます。
⒊募集期間
　■4月21日（月）から定員になり次第終了。
　　※募集開始前の申込み並びに事前予約などは行いません。

⒋応募方法
　　参加を希望する方は、以下の必要事項をご記入の
　うえ、ファックスまたは電子メールでお申込みください。
　申込みは先着順となりますので、お早めにお申込み
　ください。
　　❶郵便番号、住所、電話番号　❷氏名、性別
　　❸生年月日、年齢　❹勤務先または学校名
　　❺集合希望場所　　 （役職名または学級名なども記入願います）
⒌応募・問い合わせ（事務局）
　　〒319－0192　小美玉市堅倉835番地
　　小美玉市 市長公室 空港対策課内「茨城空港見学会」担当
　　　☎48－1111　内線1161
　　FAX48－1199
    　電子メール　kuko@city.omitama.lg.jp
　　ホームページ　http://www.city.omitama.lg.jp/hyakuri/index.html

　小川・玉里地区の指定ごみ袋につきましては、市内指定ごみ袋統一のため、販売価格が従来の45ℓ（10枚
入り）150円から200円、30ℓ（10枚入り）120円から150円にそれぞれ変更となります。なお、変更時期につき
ましては小売店の在庫がなくなり次第切り替わっていきます。

小川・玉里地区にお住まいの方へ

《指定ごみ袋の販売価格》

45ℓ（10枚入り）

30ℓ（10枚入り）

指定ごみ袋の規格

150円

120円

変　更　前

200円

150円

変　更　後

※変更前の指定ごみ袋についても従来通りご利用いただけます。

　美野里地区の指定ごみ袋の規格が40ℓから45ℓに、20ℓから30ℓにそれぞれ変更
になります。また、以前より市民の方がたから指定ごみ袋が破れやすいとの指摘がありま
した点については厚みの変更及び袋の間口を広げることで対応しております。

美野里地区にお住まいの方へ

《指定ごみ袋の規格》

40ℓ
20ℓ

変　更　前
45ℓ
30ℓ

変　更　後 ※なお、変更時期につきましては現在使用されているごみ袋の
　在庫がなくなり次第切り替わっていきます。
※変更前の40ℓ・20ℓの指定ごみ袋についても従来通りご利用
　いただけます。

皆さまには大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

市民生活部　環境課　☎４８－１１１１　内線1144【問い合わせ】

平成 20年 4月 17日　広報おみたま
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●国民健康保険加入の方（40歳～ 74 歳の方）…健診日 1カ月前に届いた受診券・被保険者証・個人負担金を持
　参して受診してください。
●後期高齢者医療制度加入の方（満 75歳以上の方及び 65歳以上 75 歳未満で一定以上の障害をお持ちの方）…
　被保険者証を持参してください。生活習慣病（糖尿病、高血圧性疾患、虚血性疾患、その他心疾患、くも膜下
　出血、脳内出血、脳梗塞、脳動脈硬化、その他脳血管疾患、動脈硬化）で既に医療機関を受診している方は、　
　受診できません。
●国民健康保険以外に加入の方…それぞれ加入する健康保険組合の案内のとおり受診してください。
● 65歳以上の方…生活機能評価問診票を記入のうえ、持参してください。（郵送で届きます）
● 18～ 39歳の方…個人負担金をお持ちになり、会場へお越しください。

【問い合わせ】   医療保険課　☎４８－１１１１　内線 1101

　集団健診の実施日時、場所等は下記のとおりです。対象行政区以外の方も受診できますので、
直接会場へお越しください。個別健診の医療機関については、「おみたま 5月号」に掲載します。

期　日 会　場 対象行政区（午前の部） 対象行政区（午後の部）
  5月26日 月

小川保健
相談センター

鷺沼、新林、伏沼 隠谷、上吉影
  5月27日 火 坂上、坂下、野田古新田 羽木上、山野、川戸
  5月28日 水 大町、橋向、川岸、横町 本田町、中田宿
  5月29日 木 下馬場、小塙、幡谷、稲荷坪 中根、宮田、下田一、下田二、野田本田
  5月30日 金

玉里保健
福祉センター

大井戸平山 岡、川中子
  5月31日 土 下高崎、田木谷 上高崎
  6月 1 日 日 玉里中台、第二東宝 松山、大宮
  6月 7 日 土 小川保健

相談センター
小川ニュータウン、田中台 二本松、立延

  6月 9 日 月 与沢、外之内 倉数川前、倉数川向、与沢百里
  6月12日 木 玉里保健

福祉センター
新高浜第 2、玉里団地 田木谷駅前、新田木谷、みどり野

  6月13日 金 栗又四ケ、野村田池 新高浜第 1、第三東宝
  6月17日 火

美野里
四季健康館

世楽 佐才
  6月18日 水 堅倉、仲丸 大曲
  6月19日 木 小岩戸、上小岩戸 西明地
  6月20日 金 西郷地 清風台
  6月21日 土 柴高 橋場美
  7月 6 日 日 小川保健

相談センター
山川、清水頭、上合 百里自営、百里開拓、各官舎及び各団地・住宅、未受診者

  7月 7 日 月 宿、前野、飯前 貝谷、前原、荒地、南原、下吉影本田、下吉影古新田
  7月22日 火

美野里
四季健康館

先後、寺崎 上鶴田、下鶴田、三箇、長砂
  7月23日 水 張星、部室 江戸
  7月24日 木 江戸住宅 納場
  7月25日 金 北浦 羽刈
  7月26日 土 高田、手堤、大笹 五万堀
  8月25日 月 竹原 竹原下郷
  8月26日 火 中野谷 竹原中郷、上馬場、小曽納
  8月27日 水 花野井、中峰 中台、希望ケ丘
  9月 4 日 木 大谷、十二所 高場、羽鳥、金谷久保
  9月 5 日 金 旭、脇山 駅前、羽鳥市営住宅
  9月 6 日 土 東平、羽刈前 花館
11月10日 月 小川保健

相談センター 未受診者 未受診者11月11日 火
11月19日 水 美野里

四季健康館 未受診者 未受診者11月20日 木
11月21日 金 玉里保健

福祉センター 未受診者 未受診者11月22日 土

特定健診（集団健診）実施日程表 
受付時間　（午前の部）9時30分～11時30分 
　　　　　（午後の部）1時00分～ 2 時30分

  

広報おみたま　平成 20年 4月 17日
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申込みのお知らせ申込みのお知らせ
胃がん検診 大腸がん検診 腹部超音波検査

　今年度から、胃がん・大腸がん検診・腹部超音波検査が単独検診になります。
　小美玉市に住民票がある方で、下記日程の受診を希望される方はご連絡ください。今年4月以降に他の医療機関（人間ドッ
ク・病院・企業等）で受診予定の方は受けられません。下記以外の日程については、成人保健事業年間予定表（3月13日発行の
「広報おみたま３月号」折込み）でご確認ください。

5月1日（木）～12日（月）　（土日、祝日を除く平日　午前8時30分～午後5時30分）

◆検診内容・対象者・料金

健康増進課　玉里保健係（玉里保健福祉センター内）　☎４８－１１１１　内線3310・3311【申込み・問い合わせ】

検診名

胃がん検診

大腸がん検診

腹部超音波検査

バリウム検査

採便検査

エコー検査

500円

500円

1,000円

40歳以上

40歳以上

40歳以上
（※Ｈ19年度受診者は除く）

内　容 対象者 料　金 ※

◆日時・申込定員

期　日 検診場所

6月7日（土）

6月11日（水）

6月16日（月）

180人

120人

120人

100人

100人

100人

玉里保健
福祉センター 定員はありません

受付時間
定　員

大腸がん検診胃がん検診 腹部超音波検査

午前7時～　　
　　9時30分

30分ごとの
時間予約制

※75歳以上、身障手帳１・２級、療育手帳Ａのつく方、生活保護の方は無料

※定員になり次第締め切らせていただきます。

◆申込方法

◆申込期間

胃がん検診

大腸がん検診

腹部超音波検査

・Ｈ19年度受診された方は、申込みは不要です。受診券が届きましたら、受診券の日時を
  ご確認ください。都合が悪い場合は、変更しますのでご連絡ください。

・Ｈ19年度受診されなかった方は、新たにお申込みください。

・Ｈ19年度受診された方は、申込みは不要です。受診券・採便容器を送付します。
 届きましたら、日時をご確認ください。都合が悪い場合はご連絡ください。

・Ｈ19年度受診されなかった方は、新たにお申込みください。

申込みが必要です。過去一度も受診されたことがない方を優先とさせていただきます。
今までに精密検査となられた方は、医療機関での定期的な受診をおすすめします。
※2年に1回の受診となるためH19年度受診された方は受診できません。

◎電話の混雑が予想されますので、つながりにくい場合は直接窓口までお申込みください。

平成 20年 4月 17日　広報おみたま
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　合併処理浄化槽を新設する場合、設置した方に対し設置費用の一部を補助してきましたが、平成20年度から市
町村設置型事業（市自らが浄化槽設置主体となり、整備及び維持管理を実施する事業）へ移行することとなりました。

新たに「小美玉市戸別浄化槽整備事業」が始まります!
～浄化槽設置費補助は終了しました～

【問い合わせ】   都市建設部　下水道課　☎４８－１１１１　内線 2125・2126

5月のほけんがいど

と　き 事業名（受付時間） 対 象 者 と こ ろ
8 木 10か月児健診（13：00～13：30） 美野里（平成19年5～6月生） 四季健康館
9 金 ハローベビー教室　出産編（9：15～9：30） 妊婦及びご家族 四季健康館
13 火 ポリオ（13：00～13：30） 生後3か月～90か月未満 小川保健相談センター
14 水 ポリオ（13：00～13：30） 生後3か月～90か月未満 四季健康館
15 木 ポリオ（13：00～13：30） 生後3か月～90か月未満 玉里保健福祉センター
16 金 1歳6か月児健診（13：00～13：30） 小川・玉里（平成18年9～10月生） 小川保健相談センター

20 火 育児相談（9：30～11：00） 乳幼児と保護者 四季健康館
4か月児健診（13：00～13：30） 小川・玉里（平成19年12月～平成20年1月生） 玉里保健福祉センター

21 水 育児相談（9：30～11：00） 乳幼児と保護者 玉里保健福祉センター
2歳児歯科健診（13：00～13：30） 美野里（平成18年2～3月生） 四季健康館

23 金 3歳児健診（13：00～13：30） 美野里（平成16年11～12月生） 四季健康館
29 木 ポリオ（13：00～13：30） 生後3か月～90か月未満 四季健康館

●母子保健事業

と　き 事業名（受付時間） 対 象 者 と こ ろ
9 金 こころのデイケア（9：30～10：00） 希望者※要予約 玉里保健福祉センター
10 土 胃がん・大腸がん検診、腹部超音波検査 （7：00～9：30） 要予約（申込期間4月15日～25日） 四季健康館13 火

15 木 こころの健康相談（9：30～10：00） 希望者※要予約 小川保健相談センター・四季健康館
胃がん・大腸がん検診（7：00～9：30） 要予約（申込期間4月15日～25日） 四季健康館

17 土 胃がん・大腸がん検診、腹部超音波検査 （7：00～9：30） 要予約（申込期間4月15日～25日） 四季健康館18 日
26 月 特定健診、健康づくり健診、結核・肺がん検診、

前立腺がん検診、肝炎検査
（9：30～11：30、13：00～14：30） 申込み不要、希望者は直接健診会場

へお越しください

小川保健相談センター27 火
28 水

29 木

特定健診、健康づくり健診、結核・肺がん検診、
前立腺がん検診、肝炎検査
（9：30～11：30、13：00～14：30）

小川保健相談センター

こころのデイケア（9：30～10：00） 希望者※要予約 四季健康館
30 金 特定健診、健康づくり健診、結核・肺がん検診、

前立腺がん検診、肝炎検査
（9：30～11：30、13：00～14：30）

申込み不要、希望者は直接健診会場
へお越しください 玉里保健福祉センター31 土

●成人保健事業

◆小美玉市戸別浄化槽整備事業とは、
　　個人から分担金及び使用料をいただき、市が浄化槽を設置・管理し、適正な生活環境の保全及び公衆衛生の
　向上を図る事業です。
◆対象地域は、
　　小美玉市全域で下水道法第 4条第 1項の認可を受けた区域及び農業集落排水処理施設条例第 2条に規定す
　る区域（納場北部地区・巴南部地区・堅倉南部地区・巴中部地区）を除いた地域が対象となります。
◆加入分担金は、
　・   5人槽　130,000円　・   7人槽　150,000円　・10人槽　180,000円
◆設置申込方法は、
　　4月からの設置希望者については、都市建設部下水道課にて、戸別浄化槽設置申請の手続きが必要となります。
　　詳しい内容については、下水道課までお問い合わせください。
※個人が設置する浄化槽への一部補助制度は平成 19年度で終了になりました。

広報おみたま　平成 20年 4月 17日
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　介護保険は市町村ごとに運営され、40歳以上の方の保険料と国・県・市の負担金により支えられています。また保
険料は高齢者人口や介護サービスの利用状況から 3年ごとに見直されています。
　小美玉市の安定した介護保険事業運営のために保険料の納付にご理解とご協力をお願いします。

⒈保険料の決まり方

⒉ 65歳以上の方の保険料の納め方

【問い合わせ】   介護福祉課　介護保険係（玉里総合支所内）　☎４８－１１１１　内線 3115 ～ 3117

【40 歳以上 64 歳以下の方（第 2号被保険者）】
　保険料額は加入している医療保険の算定方式により決まります。
　国民健康保険や職場の健康保険の保険料に介護保険分を合わせて納めます。
【65歳以上の方（第 1号被保険者）】
　平成 18年度から平成 20年度までの小美玉市の基準額は年額 39,100 円で、所得に応じ下表のように 6段階に分か
れています。

　受給している年金（老齢（退職）年金・遺族年金・障害年金）の額により 2通りに分かれます。

【年金からの天引きについて】
★天引きの対象者かどうかについては年金保険者（社会保険庁や共済組合など）により決定されます。
★受給年金が 18万円以上の方でも、下記のような場合、一時的に納付書で納めていただく場合があります。
　①満 65歳になった　②年度途中で年金の受給が始まった　③他市町村から転入してきた
　④保険料額が増額または減額になった　⑤年金の受給額が減った、差止となった など
※満 65歳となり天引き対象者として把握されてから、おおむね 6か月後に天引きが開始されます。
★天引きが開始・再開される方へは、市から「特別徴収開始通知書」をお送りしています。

所得段階 対象となる方 年間保険料額

第 1段階 生活保護受給者、または老齢福祉年金受給者で世帯全員が市民税非課税の場合 19,500円
（基準額×0.5）

第 2段階 前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が 80万円以下の方で、世帯全員
が市民税非課税の場合

19,500円
（基準額×0.5）

第 3段階 世帯全員が市民税非課税で、第 2段階以外の方 29,300円
（基準額×0.75）

第 4段階 本人は市民税非課税だが、世帯員の誰かに市民税が課税されている場合 39,100円
（基準額）

第 5段階 本人に市民税が課税されていて、前年の合計所得金額が 200 万円未満の方 48,800円
（基準額×1.25）

第 6段階 本人に市民税が課税されていて、前年の合計所得金額が 200 万円以上の方 58,600円
（基準額×1.5）

『普通徴収』年金が年額 18万円未満の方…小美玉市から送られる納付書で納めます。
納付月は 4月・6月・8月・10 月・12 月・翌年 2月の 6期 

普通徴収の方への平成 20年度の暫定保険料（1期・2期）納付書は、4月 14 日発送予定です。

『特別徴収』年金が年額 18万円以上の方…偶数月の年 6回、年金が口座へ振り込まれる前に天引きされます。

特別徴収の方の平成 20年 4月の天引き額は、前回 2月と同額となります。

平成 20年 4月 17日　広報おみたま



15

　変更前は、第 1 期（4 月）～第 12 期（3 月）の毎月でした。
　変更後は、第 1 期（5 月）～第 10 期（2 月）となります。
　※ 4 月納期がなくなり（一部の世帯を除く）、最初の納税通知書は 5 月となりますのでご注意ください。（20　
　　年 4 月以降加入世帯は除きます）
　5 月の暫定賦課納税通知書（5・6 月の 2 回分）は、前年度課税額の 10 分の 2 の額となります。
　7 月の本算定は、変更ありません。（5 月の次は 7 月に納税通知書を送付します。）

【問い合わせ】   医療保険課　☎４８－１１１１　内線 1102・1104

　　国保に加入する 74 歳までの方に対しては、3 月下旬から保険証を送付しているところですが、お手元に届
　いているでしょうか ?
　　また、75 歳（一定の障がいのある人は 65 歳）以上の方の保険証については、新たに後期高齢者医療広域連
　合から「後期高齢者医療被保険者証」が届いていると思います。
　　保険証については、それぞれ別の郵便で送付しています。ご確認をお願いします。

　　4 月は、就学のための転入・転出、就職等による社会保険等加入、退職等による社会保険等離脱など多くの
　異動が予想されます。異動については、「14 日以内の届出」をお願いします。

　　医療制度改正により、擬制世帯主（後期高齢者医療制度への移行など）が多くなることが予想されることから、
　国保事業上支障がないと認められる場合に限り、申請により世帯主を変更することを認め、住民票の世帯主と
　は別に、国保上の世帯主を設けることができるようになります。
　　条件は、「国保税に滞納がないこと」、「国保上の世帯主に保険税の支払ができる収入が見込まれること」、「現
　在の世帯主の同意を得ていること」、「課税額及び課税区分に変更がないこと」などです。
　※擬制世帯主とは ?
　　　世帯主が国保ではなく「職場の健康保険に加入している場合」、「社会保険等に加入している方の扶養になっ
　　ている場合」、「後期高齢者医療制度に該当している場合」でも、家族の中に 1 人でも国保の加入者がいれば、
　　国保税の納付義務者は世帯主となります。これを擬制世帯主といいます。

　　国保加入世帯（被保険者全員）は国保税を、後期高齢者医療制度加入者は保険料を適正に算定するためにも所
　得の申告が必要です。
　　申告がない世帯（方）は、前年所得が基準以下であっても保険税（料）の軽減に該当になりませんし、高額医療
　費の自己負担額や、入院時の食事代の区分等が上位所得者世帯扱いになることもあります。
　　なお、所得税又は市民税の申告をしている方及びその扶養者、会社から給与支払報告書が提出されている方
　及びその扶養者は申告の必要がありません。
　　ただし、同一世帯以外の方の扶養者となっている方や市外に住所を有する方の扶養者となっている場合は、
　状況を把握できないため、その内容をお知らせいただく必要があります。
　※上位所得者とは、基礎控除後の総所得金額などが 600 万円を超える世帯

　　20 年度はさまざまな医療制度改正が行われています。今後とも制度内容等についてお知らせをしていきま
　すので、ご理解ご協力をお願いします。
　　なお、不明な点がある場合は、お問い合わせください。

○世帯主（※擬制世帯主の場合）の変更が可能になります！

○国民健康保険税の納期が変わります（12回～ 10 回へ変更）

○保険証が新しくなりました

○被保険者の資格の変更はありませんか？

○所得の申告を必ずしましょう！

広報おみたま　平成 20 年 4 月 17 日
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　小美玉市民の日記念「国際交流ひろば」が、3月 16 日、小
美玉市国際交流協会主催（小美玉市国際交流父母の会主管）に
より開かれ、会場の小川文化センター小ホールは、世界各国
の方がたをはじめ、国際交流に携わる方がたで埋め尽くされ
ました。
　ひろばでは、市内の外国人サポートボランティア（語学ボ
ランティア「野いばらの会」・日本語教師ボランティア「サバ
イディー」）による活動報告や中学生によるカナダ派遣団報
告、外国人によるスピーチ等が続き、小川太鼓（大貫春恵会長）

　3月 1日、納場地区コミュニティ（川島先則会長）は、大好
きいばらき県民会議主催の「ご近所の底力井戸端会議」を企画
運営し、県内の地域活動に携わる方がた約 70人を受け入れ
ました。
　当日は、納場地区の活動報告をはじめコミュニティ活動に
ついての意見交換会、日ごろ活動を行っている池花池やフラ
ワーロード等の視察を行い、参加者同士の交流を図りました。
　この取り組みを通して、納場地区コミュニティの名が、さ
らに県内に広まったことでしょう。

　3月 18 日、魅力あるま
ちづくり実践家の養成を目
指して進められてきた、お
みたまふるさと塾の閉講式
記念講話が四季文化館（み
の～れ）で開催されました。
「市民協働のまちづくり」を
テーマに講話をしてくれた
守谷駅前クリーンズ（会田
栄光会長）は、守谷駅周辺の清掃ボランティア団体で
す。毎月第 3日曜日の午前 9時からの清掃活動のほ
か、ポイ捨て防止や喫煙マナーの呼びかけなどを行っ
ています。実践に基づいた講話には、塾生の他にも市
内のコミュニティ活動に携わる方がたが参加し、こ
れからのまちづくりのあり方を考える熱心な姿がみ
られました。
　講話終了後には、おみたまふるさと塾閉講式が行わ
れ、島田穣一塾長から 19名の卒塾生に修了証が交付
されました。今後は、ふるさと塾での経験を生かして
それぞれの地域での活躍が期待されます。

の演奏がされ、外国人はもとより参加者全員の眼がす
ばらしい演奏に引き込まれ、会場の雰囲気も大変盛り
上がりました。そのような中で、色紙に自己紹介を書
いて交流するイベントも行われ、参加者同士の笑顔と
笑い声があちらこちらで見られました。
　今回の催しは、小美玉市が誕生して初めての企画。
市内全域からたくさんの方がたが参加し、心温まる
ひとときを共有し
ながら交流の輪が
大きく広がりまし
た。外国人と市民
の心の絆もきっと
深まったことでしょ
う。

平成 20年 4月 17日　広報おみたま
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　小美玉市交通安全母の会連合会小川支部（久保田テル会長）
では、幼稚園入園式・小学校入学式にあわせて、交通安全教
室を実施しています。
　式終了後、新一年生には会員から寄付を募った材料で作っ
たお手玉と交通安全のリーフレットを、新入園児には交通安
全ぬり絵を配布しました。お手玉は、使うことにより脳が活
性化される伝統的な遊びで、手作りのぬくもりあるお手玉を
手にして、子どもたちから「ありがとう」と大きな声のお礼が
返されました。

　3月16日、美野里中学校武道館で、近隣市町の中学
校及びスポーツ少年団11チームが参加して「第 2回小
美玉市近隣市町村少年柔道大会」が開催され、日ごろ
の鍛錬の成果を発揮した試合が行われました。
　上位入賞者等は、次のとおりです。

　今月の見学会は、一般公募による30名の参加により、春
の暖かさが感じられる陽気のなか開催されました。  
　今回は、茨城空港の新設滑走路建設現場と県警ヘリコプ
ター基地を見学しました。
　最初に訪れた国土交通省の現場詰所では、担当官による茨
城空港建設計画の概要や新設滑走路の舗装構成の説明などを
受け、続いて実際に工事の進捗状況を見学しました。新設
滑走路は長さが 2,700メートル、幅が45メートルあります。
当日は新設滑走路の北側半分の舗装工事が行われておりまし
た。参加者たちは規模の大きさや工事の進捗の早さに感心し
ていました。
　また、参加者たちが茨城空港に関する夢や思いを記入した
メッセージストーンの投入が行われました。   

　そのあと訪れた
県警ヘリコプター
基地では、航空隊員
より県警ヘリの性
能や出動状況など
の説明を受け、参加
者たちは熱心に聞
き入っていました。

　4月 2日、石岡地区交通安全協会小美玉連合会長が
市役所を訪れ、子どもたちの登下校時の交通安全を願
い、市内の小学校12校に贈る「黄色いランドセルカバー
（新1年生用）と反射材（2年生以上）」の寄贈式が行われ
ました。
　また、同日、常陽銀行美野里支店長が訪れ、子ど
もたちが不審者やつきまといから身を守るために役

立つ「防犯ブザー」
の寄贈式が行われ
ました。

▼

ランドセルカバーと反射材
を寄贈する石岡地区交通安全
協会小美玉連合会長（中央） 

▼可愛らしい犬型の防犯
ブザーを寄贈する常陽銀
行美野里支店長

幼児・１年の部（混合）：優勝　柏倉　円（玉里柔道）、準優勝
　増渕　龍（羽鳥少年柔道）、第３位　保田竜之介（羽鳥少年柔道）
２年の部（混合）：第 3位　永井史斗（羽鳥少年柔道）、矢
口直樹（玉里柔道）
４年男子の部：優勝　塚原康太（羽鳥少年柔道）、準優勝 
小林勇輝（羽鳥少年柔道）、第３位 斉藤拓弥（羽鳥少年柔道）
６年男子の部：優勝　紀ノ川慎也（羽鳥少年柔道）、準優勝 
安田隆人（羽鳥少年柔道）
３・４年女子の部：準優勝　柏倉琴音（玉里柔道）
５・６年女子の部：準優勝　内田彩香（玉里柔道）、第３位 
雨宮笑海子（玉里柔道）、矢口綾香（玉里柔道）
中学１年男子の部：準優勝　紀ノ川拓真（美野里中）第３
位　井坂優史（美野里中）、宮澤　貢（美野里中）
中学２年女子の部：優勝 大枝郁美（美野里中）
石岡警察署長賞（敢闘賞） 安田悠人（美野里中）

交通安全についてわかりやすく説明する久保田テル会長と
真剣に話に聞き入る新一年生（4月 8日小川小学校にて）

広報おみたま　平成 20年 4月 17日
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５
月
３
日
の
憲
法
記
念
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中
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に
５
月
１
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ら
７
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で
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１
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憲
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係
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尊
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想
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ま
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。

　

基
本
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れ
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。
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豊
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。
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権
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困
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権
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。

人
権
啓
発
活
動
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世
界
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意
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、

国
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関
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る
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う
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容
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事
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い
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事
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約
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た
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え
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ま
す
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国
税
に
関
す
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３
１-

４
２
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。
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。
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４
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教
室（
硬
式
テ
ニ
ス
）

の
参
加
者
募
集
!

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す

　

　

〜
豊
か
な
湖
へ  

安
ら
か
な
湖
へ  

清
ら
か
な
湖
へ
〜

平成 20年 4月 17日　広報おみたま
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練
習
場
所　

 

希
望
ヶ
丘
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト（
東
）

期　

間　

５
月
17
日（
土
）〜

　
　
　
　
　
　

12
月
21
日（
土
）

　
　
　
　
《
毎
週
土
曜
日
》

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
11
時

申
込
み
・
抽
選
会
場

　

希
望
ヶ
丘
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー 

※
電
話
で
の
受
付
は
し
ま
せ
ん

申
込
期
間　
５
月
１
日（
木
）〜
７
日（
水
）

※ 

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
に
な

り
ま
す
。

抽
選
日　

５
月
10
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
〜

会　

費　

６
，０
０
０
円

　
　
　
　
（ 
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
・

※ 
詳
し
く
は
、
国
土
交
通
省
霞
ヶ
浦

河
川
事
務
所
及
び
各
出
張
所
又
は

市
役
所
窓
口
に
備
え
つ
け
の
応
募

要
綱
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
国
土
交
通
省
霞
ヶ
浦
河
川
事
務
所　

　

占
用
調
整
課（
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
担
当
）

　

☎
０
２
９
９-

６
３-
２
４
１
９

　

℻  
０
２
９
９-

６
３-
２
４
３
０

募
集
対
象　

小
学
４
年
〜
６
年
の

男
女
20
名

所　

属　

美
野
里
テ
ニ
ス
協
会

　
　
　
　
（
指
導
は
協
会
員
）

ボ
ー
ル
代
等
）

そ
の
他　

 

ラ
ケ
ッ
ト
・
シ
ュ
ー
ズ
は

各
自
用
意

　
　
　
　

 

服
装
は
運
動
で
き
る
も
の
、

帽
子
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

主　

催　

小
美
玉
市
美
野
里
テ
ニ
ス
協
会

問
希
望
ヶ
丘
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

　

☎
４
７-

０
１
６
７　

　市では、市内にお住まいで墓地を持っていない方（世帯主）
を対象に霊園の使用者を募集しています。

場　所　小美玉市花野井字三久保 559 番地
使用料　268，000 円（永代）
管理料　3，150 円（年額）
　詳しくは、環境課環境衛生係へお問い合わせください。
　☎４８-１１１１　内線 1144

小美玉市美野里霊園小美玉市美野里霊園
　　使用者を募集しています　　使用者を募集しています

コンビニ

JA美野里
セレモニーホール

四季健康館

小美玉市役所

至水戸方面至石岡方面
国道6号

陸橋

運動
公園

希望ヶ丘団地

美野里霊園
案内図

緊急診療所（石岡市医師会病院内）☎23－3515緊急診療所（内科・小児科）

5月3日・4日・5日・6日・11日

◆受付　午前９時～11時30分　午後１時～３時30分

5月2日・3日・4日・5日・6日・10日・11日

◆受付　午後７時～10時30分

5月5月5月
◆受付  午前９時～11時30分・午後１時～３時30分 ◆受付  午前９時～11時30分・午後１時～３時30分
日

3

4

5

6

11

 外　　　科

石岡第一病院

山王台病院

石岡循環器科脳神経外科病院

斉藤病院

府中クリニック

（石岡市）

（石岡市）

（小美玉市）

（石岡市）

（石岡市）

☎（22）5151

☎（26）3130

☎（58）5211

☎（26）2131

☎（22）2146

日

3

4

5

6

 歯　　　科

あおば歯科医院

湖北歯科医院

つくば歯科医院

奥山歯科

（石岡市）

（石岡市）

（石岡市）

（かすみがうら市）

☎（26）0992

☎（22）2279

☎（24）3737

☎（59）5125

5月5月5月
休　

日

夜　

間

休日診療当番医(外科) 休日診療当番医(歯科) 5月5月5月

◆病気やケガのとき、お医者さんを探す（24時間対応）　☎０２９－２４１－４１９９
◆お子さんが急な病気などで相談したい時（相談時間：午後６時30分～午後10時30分）　☎０２９－２５４－９９００

美
野
里
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス

ク
ラ
ブ
会
員
を
募
集
し
ま
す

広報おみたま　平成 20年 4月 17日



20

けんこうビューけんこうビューけんこうビュー 食事が育てる
　　健やかな体と心

　新学期や就職など新たなスタートの時期です。朝ごはんをしっかり食べて生活リズムをつくりましょう !

　朝ごはんを抜くと昼食までエネルギーが不足した状態のまま、むりやり体や脳をはたらかせていると体
がだるくなったり、頭がボーッとしたりします。空腹感がイライラを募らせストレスを増したり、集中力を
失わせてしまいます。        
　朝ごはんを食べると、胃･腸が活動し始めて、体温が上がり、体や脳に刺激が伝わります。全身に力が行き
わたり、活発に活動できるようになります。 
＊お手軽バランス朝食のすすめ
　朝から料理なんて無理というあなたには「お手軽バランス朝食」がおすすめ。主食・副菜・主菜をそろえて
いただきましょう。

●朝食を食べましょう

　子どもにも生活習慣病予備軍がみられます。動物性脂肪の摂り過ぎや野菜不足から食物繊維不足、糖分
の多い飲み物の多飲や運動不足などの生活習慣による肥満が増えています。糖尿病や高血圧、動脈硬化な
どの誘因になりやすく、カルシウムや鉄不足により骨が弱かったり、貧血気味など生活習慣を改めない限
り、早くから生活習慣病になる可能性が高くなります。

●元気のもと、栄養バランスはとれていますか？

　夜更かしをすると、朝はなかなか起きられない、起きても食欲がなく朝食が食べられない。など、大人の
生活の夜型化に巻き込まれている子どもが増えています。「早寝、早起き」の習慣をつけ、「朝食、昼食、夕食」
を決まった時間にとり、1日の生活リズムを整えましょう。

●食事時間を決めて生活リズムをつけましょう

　夕食を大人と食べている子どもは年齢とともに減少しています。家族や友人と一緒の食卓は心豊かに生
活する上で大切にしたい機会です。コミュニケーションをとりながら食事を楽しみましょう。

●家族と食卓を囲んでいますか?

　命をもらった動植物、食に関わる方がたや料理をしてくれる方がたの活動があって、私たちは食べ物を
いただいています。食べ物を大事にする気持ちや、作ってくれてありがとうの気持ちを表しましょう。

●いただきます、ごちそうさまを言いましょう

　小美玉市は、にら、レンコン、鶏卵、牛乳、米、いちご、その他いろいろな食材の宝庫です。地元の食材を活
用した食事をしましょう。地域で昔から伝わる郷土料理を伝えていきましょう。

●地産地消と郷土料理

おにぎり＋トマト＋ゆで卵 トースト＋牛乳＋みかん

平成 20年 4月 17日　広報おみたま
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四季の歌
～季節を詠む　時流を詠む～

小
川
短
歌
会

　

ふ
ん
わ
り
と
移
ら
ふ
春
の
綿
雲
に
乗
り
て
ゆ
き
た
し
父
母
在
は
す
黄よ

み泉
へ　
　
　
　

永　

作　

喜
代
子

　

一
冊
の
録
音
図
書
を
入
れ
終
へ
て
ふ
と
見
る
さ
庭
梅
の
咲
き
初
む　
　
　
　
　
　
　

中　

根　

良　

子

　

着
ぶ
く
れ
て
歩
む
病
院
の
帰
り
道
春
の
疾
風
に
髪
を
乱
し
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

沼　

田　

敏　

子

　

帰
り
く
る
当
て
も
な
き
子
ら
を
待
ち
佗
ぶ
る
老
い
重
ね
つ
つ
ひ
と
り
畑
打
つ　
　
　

石　

田　

は
る
江

　

茨
城
県
三
万
分
の
一
の
道
路
地
図
辿
り
て
炬
燵
に
ひ
と
り
旅
す
る　
　
　
　
　
　
　

鶴　

町　

俊　

子

み
の
り
短
歌
ク
ラ
ブ

　

三
セ
ン
チ
小
さ
く
な
り
し
わ
が
背
丈
老
い
の
証
し
と
思
い
さ
み
し
む　
　
　
　
　
　

菊　

地　

道　

子

　

山
道
の
落
葉
ふ
み
つ
つ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
銃
声
近
く
ひ
び
き
て
戻
る　
　
　
　
　
　
　

皆　

藤　

充　

孝

　

大
霜
に
庭
木
し
ず
ま
る
寒
き
朝
残
り
し
柿
に
鳥
ら
さ
わ
げ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
津
野　

岩　

子

　

霜
降
り
て
白
く
輝
く
枝
先
の
つ
ぼ
み
は
知
れ
り
春
の
近
き
を　
　
　
　
　
　
　
　
　

清　

水　

由　

雄

　

同
期
会
話
は
ず
み
し
顔
ぶ
れ
は
幼
き
こ
ろ
の
名
前
に
呼
び
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
都
宮　

和　

子

み
の
り
短
歌
教
室

　

栃
の
葉
の
お
面
あ
ま
た
に
展
示
し
て
植
物
園
の
静
か
な
二
月　
　
　
　
　
　
　
　
　

松　

島　

知　

子

　

娘
の
家
に
世
話
に
な
り
つ
つ
風
邪
癒
え
て
七
年
ぶ
り
の
遊
歩
道
ゆ
く　
　
　
　
　
　

福　

田　

き　

よ

　

初
七
日
の
習な

ら
い慣
哀
し
き
「
浦
じ
ま
い
」
水
漬
く
父お

や

子
の
遺
影
が
並
ぶ　
　
　
　
　
　

福　

田　

智　

子

　

生
ま
れ
落
ち
し
仔
馬
の
さ
ま
に
い
く
た
び
も
立
ち
て
は
ま
ろ
ぶ
駅
伝
選
手　
　
　
　

武　

藤　

節　

子

　

さ
き
が
け
て
ろ
う
梅
椿
水
仙
の
競
う
寺
庭
短
日
惜
し
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石　

﨑　

絹　

子 

玉
里
短
歌
会

　

甘
口
は
眉ま

ゆ

に
唾
つ
け
聴
け
と
い
ふ
知
ら
な
か
っ
た
の
君
騙だ

ま

さ
る
る　
　
　
　
　
　
　

山　

口　
　
　

清

　

帰
り
行
く
娘こ

の
細
き
肩
見
送
り
て
今
度
は
何い

つ時
と
の
言
葉
の
み
こ
む　
　
　
　
　
　

石　

橋　

ひ　

ろ

　

パ
ン
牛
乳
石
油
高
騰
う
そ
寒
く
家
計
を
削
り
骨
身
を
削
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴　

野　
　
　

哲

　

わ
た
し
癌
な
の
隣
り
の
ベ
ッ
ト
の
十
二
才
あ
の
子
ど
う
し
て
る
外
は
木
枯
し　
　
　

鶴　

町　

俊　

子

　

も
ら
い
湯
の
帰
り
の
道
に
月
冴さ

え
る
寒
風
除よ

け
て
母
に
寄
り
添
う　
　
　
　
　
　
　

石　

橋　

吉　

生

　

小
川
俳
句
会

　

山
禽き

ん

の
声
ま
ろ
や
か
に
四
温
晴　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
原
井　

美　

代

　

身
を
よ
せ
て
風
の
意
の
ま
ま
福
寿
草　
　
　
　
　
　
　

内　

田　

と　

み

　

婆
三
人
茶
飲
話
へ
春
一
番　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国　

友　

信　

子

　

春
立
ち
て
山
河
近
づ
く
里
の
村　
　
　
　
　
　
　
　
　

清　

水　

静　

子

　

咲
き
満
る
烈
公
し
の
ぶ
梅
の
園そ

の　
　
　
　
　
　
　
　
　

田　

山　

一　

男

み
づ
う
み
俳
句
会

　

往
き
に
見
て
帰
り
に
触
れ
し
紅
椿　
　
　
　
　
　
　
　

和　

田　

一　

晴

　

み
ほ
と
け
の
掌
を
す
り
抜
け
て
落
椿　
　
　
　
　
　
　

笹　

目　
　
　

徹

　

胸
押
し
て
来
る
小
枝
よ
り
剪
定
す　
　
　
　
　
　
　
　

長　

島　

久
美
子

　

移
る
世
を
雛
に
見
た
り
蔵
の
町　
　
　
　
　
　
　
　
　

中　

島　

恵　

子

　

故
里
の
海
に
眞
向
い
山
笑
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中　

村　

愛　

子

み
の
り
俳
句
会　

　

父
と
子
の
声
よ
く
そ
ろ
ふ
福
は
内　
　
　
　
　
　
　
　

関　

本　

国　

子

　

風
に
舞
ふ
落
葉
の
焚
火
藷
匂
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　

立　

原　

千　

代

　

寒
肥
を
皆
施
し
て
夢
多
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

滑　

川　

き
ぬ
ゑ

　

声
だ
け
は
何
時
も
元
気
よ
老
の
春　
　
　
　
　
　
　
　

井　

坂　

み
つ
ぎ

　

老
犬
と
歩
巾
合
せ
る
雪
の
道　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井　

坂　

輝　

子

欅
の
会

　

二
人
居
の
愚
痴
を
さ
ら
っ
た
春
一
番　
　
　
　
　
　
　

鈴　

木　

貞
一
郎

　

頭
脳
線
短
か
く
な
っ
て
二
月
尽　
　
　
　
　
　
　
　
　

加　

藤　

伊
都
子

　

梅
東
風
や
幾
度
変
わ
る
現
住
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡　

嶋　

禮　

子

　

母
の
手
の
小
さ
く
な
り
し
雛
あ
ら
れ　
　
　
　
　
　
　

村　

田　

妙　

子

　

一
本
の
紐
の
遊
び
や
春
は
じ
め　
　
　
　
　
　
　
　
　

木　

村　

小
夜
子

く
る
み
俳
句
会

　

遠
山
の
薄
ら
ぐ
日
な
り
麦
青
む　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶋　

田　

美　

音

　

小
鉢
に
も
健け

な
げ気
に
咲
け
り
梅
の
花　
　
　
　
　
　
　
　

塚　

田　

幸　

子

　

テ
ノ
ー
ル
の
響
く
湖
畔
や
梅
の
花　
　
　
　
　
　
　
　

塚　

田　

文　

江

　

早
咲
の
梅
の
香
り
や
絵
馬
の
嵩か

さ　
　
　
　
　
　
　
　
　

中　

根　
　
　

彪

　

白
馬
の
帰
り
支
度
や
水
鏡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福　

島　

邦　

誉

玉
里
俳
句
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
会

た
ら

の
芽
を
及
び
腰
に
て
摘
み
に
け
り　
　
　
　
　
　
　

浅　

野　
　
　

誠

　

湯
め
ぐ
り
の
足
軽
や
か
に
木
の
芽
風　
　
　
　
　
　
　

矢　

口　

友　

子

　

ひ
と
文
字
に
迷
う
句
作
り
春
の
午
後　
　
　
　
　
　
　

清　

水　

昭　

子

　

名
の
知
れ
ぬ
番つ

が
い
ど
り鳥
い
て
春
の
森　
　
　
　
　
　
　
　
　

斉　

藤　

富　

子

　

夕
暮
れ
の
チ
ャ
イ
ム
伸
び
や
か
日
脚
伸
ぶ　
　
　
　
　

大　

石　

康　

子

広報おみたま　平成 20年 4月 17日
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裁
判
員
制
度
と
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
に
裁
判
員
と
し

て
刑
事
裁
判
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
被
告
人
が
有
罪
か

無
罪
か
、
有
罪
の
場
合
ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る
の
か
を

裁
判
官
と
一
緒
に
決
め
て
も
ら
う
制
度
で
す
。

　

裁
判
員
制
度
は
、
国
民
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
協
力
を

な
く
し
て
は
成
り
立
た
な
い
制
度
で
す
。

　

こ
の
Q
&
A
を
通
し
て
、
裁
判
員
制
度
に
理
解
を
深

め
、
刑
事
裁
判
に
参
加
す
る
こ
と
へ
の
負
担
感
や
不
安

感
を
少
し
で
も
軽
減
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q
1　

裁
判
員
制
度
と
は
ど
の
よ
う
な
制
度
で
す
か
?

A
1　

 

裁
判
員
制
度
は
国
民
の
皆
さ
ん
に
裁
判
に
参
加

し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

　

裁
判
員
制
度
は
、
個
別
の
事
件
に
つ
い
て
、
国
民
の

皆
さ
ん
か
ら
選
ば
れ
た
6
人
の
裁
判
員
の
方
に
、
刑
事

手
続
の
う
ち
地
方
裁
判
所
で
行
わ
れ
る
刑
事
裁
判
に
参

加
し
て
も
ら
い
、
3
人
の
裁
判
官
と
一
緒
に
被
告
人
が

有
罪
か
無
罪
か
、
有
罪
の
場
合
ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る

の
か
を
決
め
て
も
ら
う
制
度
で
す
。

　

裁
判
員
制
度
で
は
、
裁
判
の
進
め
方
や
そ
の
内
容
に

国
民
の
視
点
、
感
覚
が
反
映
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
結
果
、

裁
判
全
体
に
対
す
る
国
民
の
理
解
が
深
ま
り
、
裁
判
が

よ
り
身
近
に
感

じ
ら
れ
、
司
法

へ
の
信
頼
が
高

ま
っ
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　茨城県立県民文化センターで行われる「松竹大歌舞伎公
演」を鑑賞するバスツアーです。参加を希望される方のご
自宅近く又は市内の集合場所から県民文化センターまでバ
スでの送迎があります。
　今年の演目は、操り三

さ ん ば ん そ う

番叟、口上、弁天娘女男白浪です。
出演は、NHK 大河ドラマ「風林火山」に武田信玄役で出演
した市川亀治郎ほか、市川段四郎、中村亀鶴、坂東竹三郎
などです。
　華やかな日本の伝統芸能「歌舞伎」を、ぜひこの機会にご
覧ください。

■歌舞伎鑑賞バスツアー
公演期日　6月15日（日）　午前11時開演
出 演 者　ハリセンボン、ペナルティ、笑い飯、麒麟、
　　　　　スリムクラブ、ライセンス
入場料金　3,000 円（全席指定）
チケット電話予約開始日　5月 17日（土）　午前 9時～

■爆笑ライブ

公演期日　6月29日（日）　午前と午後の 2回公演（予定）
入場料金　無料（全席自由）
入場整理券電話予約開始日　5月24日（土）午前 9時～

■劇団創造市場「ピーターパン」

公演期日　7月13日（日）
　　　　　午後 3時開演
入場料金　3,000 円（全席指定）
チケット電話予約開始日
　　　　　5月10日（土）
　　　　　午前 9時～

■桂三枝独演会

公演期日　9月14日（日）　午後 5時30分開演
入場料金　5,000 円（全席指定）
チケット電話予約開始日　5月31日（土）　午前 9時～

■鼓童  ONE EARTH TOUR 2008

公演期日　7月30日（水）　午後 1時開演
参加料金　8,000 円（チケット代、昼食代）
会　　場　茨城県立県民文化センター
参加募集人員　30名（定員に満たない場合は、中止となります。）

【問い合わせ】   小川文化センター　☎５８－０９２１

身近なこと
なのねぇ

平成 20年 4月 17日　広報おみたま
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　4月5日、四季の里広場と四季文化館（みの～れ）を会場に、「四季の里さくらフェスティ
バル（美野里商工会、四季フェスみの～れ運営委員会主催、みの～れ支援隊協力）」が開
催されました。
　好天気に恵まれ、満開の桜の下、芝生広場では、商工会各部会による模擬店（とん汁
やわたあめ等の無料サービス）やフリーマーケットなどに加え、模擬上棟式やお笑い歌
謡ショー、8団体によるよさこいソーランの披露が行われました。また、子ども向けの
動物ふれあいコーナーや電気機関車「ちゅーちゅートレイン」が大人気で、会場はたくさん
の家族連れなどでにぎわいました。
　また、みの～れ館内では、今年の干支にちなみ「ミちゅテリー
ツアー（スタンプラリー）」、「夢ちゅーの国（室内アスレチック）」
などのさまざまな催しが行われ、たくさんの子どもたちで大盛
況でした。さらに森のホール（劇
場）では、今年 10月25日、26日に
公演予定のみの～れオリジナル住
民ミュージカル「RENDA」プレ公演
も行われました。

▼

模擬上棟式

嶋
しまだ

田　葵
あおい

ちゃん
（平成 19年 5月 3日生）
◆音楽に合わせて踊る事と、チョロQが大
　好きです。やさしい子に育ってほしいな。

　『ヒヌマイトトンボ』の発見者の広瀬
先生の自然のお話です。
どなたでも参加できますのでぜひ参加
してください。

と　き　4月27日（日） 
　　　　午前 10時45分
ところ　美野里公民館研修室
講　師　広瀬誠先生
　　　　（茨城県自然観察指導員連絡会代表、

茨城県環境アドバイザー）
参加費　無料
主　催　美野里生物の会
問い合わせ　大地　☎４６－０１１０
　　　　　　矢口　☎４６－３３４５

  美野里生物の会講演会

『茨城の自然と自然誌の動向』

■美野里生物の会会員募集中
　一緒に里山の調査をしませんか。詳しくはお問い合わせください。

桜、満開！！
四季の里さくらフェスティバル

▼

大道芸広場

▼

電気機関車「ちゅーちゅートレイン」

▼

お
笑
い
歌
謡
シ
ョ
ー（
ア
ン
ト
キ
の
猪
木
）

▼

動物ふれあいコーナー

▼

よさこいソーラン

広報おみたま　平成 20年 4月 17日
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診 療 日　月曜日～土曜日（休診日：日曜日・祝日・年末年始｛12月 31日～ 1月 3日｝）
診療時間　午前   8：30～12：00
　　　　　午後 14：30～18：30（土曜日は 14：30～ 17：30）
救急診療　平日夜間・休診日も受付けております。
診 療 科　内科、神経内科、消化器科、外科、脳神経外科、眼科、耳鼻咽喉科、歯科口腔外科

月 火 水 木 金 土
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後

内
科
・
神
経
内
科
・
消
化
器
科

【　

総　

合　

診　

療　

】

原
田
祐
嗣（
神
経
内
科
）

林
田
康
明（
内
科
・
消
化
器
科
）

幕
内
幹
男（
総
合
診
療
・
消
化
器
科
）

原
田
祐
嗣（
神
経
内
科
）

林
田
康
明（
内
科
・
消
化
器
科
）

原
田
祐
嗣（
神
経
内
科
）

原
田
祐
嗣（
神
経
内
科
）

林
田
康
明（
内
科
・
消
化
器
科
）

林
田
康
明（
内
科
・
消
化
器
科
）

原
田
祐
嗣（
神
経
内
科
）

原
田
祐
嗣（
神
経
内
科
）

大
津　

格（
内
科
・
呼
吸
器
科
）

笹
屋
昌
示（
総
合
診
療
）

原
田
祐
嗣（
神
経
内
科
）

原
田
祐
嗣（
神
経
内
科
）

幕
内
幹
男（
総
合
診
療
・
消
化
器
科
）

川
上 

第
２
・
竹
越 

第
４（
内
科｛
糖
尿
｝）

原
田
祐
嗣（
神
経
内
科
）

林
田
康
明（
内
科
・
消
化
器
科
）

林
田
康
明（
内
科
・
消
化
器
科
）

林
田
康
明（
内
科
・
消
化
器
科
）

外
科

軍
司
直
人

軍
司
直
人

山
内
昌
一
郎

山
内
昌
一
郎

【
乳
腺
】

脳
神
経
外
科

上
田
守
三

（ 

脳
神
経
外

科
・
救
急
）

上
田
守
三

（ 
脳
神
経
外

科
・
救
急
）

上
田
守
三

（ 

脳
神
経
外

科
・
救
急
）

上
田
守
三

（ 

脳
神
経
外

科
・
救
急
）

上
田
守
三

（ 

脳
神
経
外

科
・
救
急
）

上
田
守
三

（ 

脳
神
経
外

科
・
救
急
）

眼
科

筑
波
大
学 

よ
り

筑
波
大
学 

よ
り

耳
鼻
咽
喉
科

吉
田
茂

吉
田
茂

   

歯
科

　

  

口
腔
外
科

中
戸
川
倫
子

中
戸
川
倫
子

中
戸
川
倫
子

中
戸
川
倫
子

中
戸
川
倫
子

中
戸
川
倫
子

中
戸
川
倫
子

中
戸
川
倫
子

中
戸
川
倫
子

中
戸
川
倫
子

医師の紹介 

　・院　　長……………上
う え だ

田 守
もり か ず

三／脳神経外科・救急

　・副 院 長……………林
はや し だ

田 康
や す あ き

明／内科・消化器科

　・内科部長……………原
は ら だ

田 祐
ひろ つ ぐ

嗣／神経内科

　・歯科口腔外科部長…中
な か と が わ

戸川倫
の り こ

子／歯科口腔外科

非常勤医師
　・幕 内 幹 男／総合診療・消化器科
　・川上　　康／内科（糖尿）
　・大津　　格／呼吸器内科
　・吉田　　茂／耳鼻咽喉科
　・軍 司 直 人／外科・消化器科
　・山内昌一郎／外科
　・竹 越 一 博／内科（糖尿）

【問い合わせ】
  医療センター　☎５８－２７１１
  保健福祉部医療保険課地域医療推進係　☎４８－１１１１　内線 1105
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